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所 長 教 授 前 川 暢 夫

(内科学第一部門)

主任教授 :前川暢夫,助教授 :中西通泰,講師 :川合 満,助手 :西山秀樹,倉滞卓也,坂東憲司,講師 (非常

勤):吉田敏郎,池田宣昭,今井節朗,角田沖介,中井 準,吉見輝也,松原恒雄,技官 :西尾貞子,本間 トキ

工,技能補佐員 :細木春世

(内科学第二部門)

主任教授 :大島駿作,助教授 :小原幸信,講師 :泉 孝英,助手 :木野稔也,大山口握,門 政男,松井祐佐

公,西川伸一,講師 (非常数):日置辰一朗,太田 鋤,中島道郎,浅田高明,福間謙助,杉本幾久雄,小松幹

雄,川上一郎,佐藤篤彦,技官 :今井保代,技能補佐員 :谷間文子

(胸部外科学部門)

主任教授 :寺松 孝,助教授 :伊藤元彦,講師 :清水慶彦,助手 :加藤弘文,和田洋巳,玉田二郎,渡部 智,

講師 (非常数):宮田時夫,立石昭三,池田貞雄,北野司久,倉田昌彦,吉栖正之,秋山文滴, 日野常稔,生島

宏彦,外相聖一,伊東政敏,小林君美,人見滋樹,山本博昭,庄村東洋,技官 :平井要

(病理学部門)

主任教授 :安平公夫,助教授 :竹田俊男,助手 :鈴木康弘,細川昌則,講師 (非常数):水島 裕,熊沢義雄,

五十嵐三部男,馬場満男,鶴藤 丞,技官 :松下隆毒,小岸久美子,技能補佐員 :冨田由美子

(細菌血清学部門)

主任教授 :桂 義元,助教授 :細野正道,助手 :喜納辰夫,講師 (非常勤):佐渡敏彦,徳永 徹,堀川正克,

事務官 :清水一枝,技能補佐員 :高沖悠子

(細胞化学部門)

主任教授 :市川康夫,助教授 :大川欣一,講師 :永田和宏,助手 :前田道之,堀内正宏,講師 (非常勤):三浦

恭走,野々村裾昭,遠藤浩良,技官 :竹内道子,事務補佐員 :坪田晴子

(臨床肺生理学部門)

主任教授 :佐川弥之助,助教授 :加藤幹夫,講師 :浅井信明,助手 :佐藤公彦,講師 (非常数):大橋啓吾,土

肥佳郎,稲葉宣雄,安田隆三郎,真鍋 責,久野健忘,基本仁,市谷適雄,石部裕一,仲田 祐,折田雄一,山
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林一,山田久和,太田和夫,技能補佐員 :服部央子,石田嘉子

(事務部)

事務長 :小林 勇,事務長補佐 :船谷幸司,庶務掛長 :小谷雄太郎,同主任 :近藤英子,小林 収,同事務官 :

堀田良恵,同技官 :田中 稔,川原田和夫,事務補佐員 :小倉恵美子,経理掛長 :清水春男,同主任 :佐藤良雄,

野元頼子,同事務官 :奥村成和,前野正世,田中義郎,専務補佐員 :中瀬安子 :収入掛長 :前田次郎,同主任 :

畠中秀雄,同事務官 :野田芳子,佐竹セツ,藤井芳克,山本正幸,竹内孝子,事務補佐員 :中村房枝,集治昌代,

患者掛長 :田口雅朗,同主任 :室恵美子,同事務官 :橋本敏子,事務補佐員 :賀屋俊子,芦田明子,山田啓子,

管理掛長 :田中信雄,同事務官 :前田久男,同技官 :進士 悟,西川景噴,岩井昭一,松浦 康,小西善一一郎,

藤木清文,同事務官 :高安忠一,水原貞子,渡辺光子

(動物飼育室)

技官 :飛田勇,門田一美,大字雪雄,安岡倉一,近藤照子

(電子顕微鏡室)

技能補佐員 :森 敏博

(附属病院)

病 院 長 (兼)教 授 :佐川弥之助

(第一内科診療科)

科 長 (莱)教 授 :前川暢夫

外来医長 (莱)講 師 :川合 満

病棟医長 (兼)助教授 :中西通泰

医員 :戸川真一,牛田真一,医員 (研修医):山田和範,亀崎 洋

(第二内科診療科)

科 長 (莱)教 授 :大島駿作

外来医長 (兼)講 師 :泉 孝英

病棟医長 (莱)助教授 :小原幸信

医員 :平田健雄,本田和徳,北市正則,藤村直樹,満安清孝

(外科診療科)

科 長 (莱)教 授 :寺松 孝

外来医長 (莱)助教授 :伊藤元彦

病棟医長 (兼)講 師 :清水慶彦

医員 :宮本好博,金城 明,医員 (研修医):神頭 徹,水野 浩

(放射線科診療部)

科 長 (莱)教 授 :佐川弥之助

外来医長 (莱)講 師 :浅井信明,講 師 (非常助):阿部光幸

医員 :関川利幸,鶴津正仁,医員 (研修医):矢野博正,大成功一,安井浩明,李 勝弘

(検査部)

検査部長 (兼)助教授 :久世文章,医員 :木下和之,北市正則(栄),技師長 :木津 啓,技官 :前田清子,黒住

真史,和田ひな,増田 稔,山根すま子,技術補佐員 :中迫由美子,田尻 睦,技能補佐員 :橋本晴代

(放射線部)

放射線部長 (兼)助教授 :中西通泰,技師長 :浜川純一,撮影主任 :蔵岡信長,技官 :大坂泰夫,曽我部康之)

灘井智代子,田中龍蔵,技能補佐員 :小林 忍

(薬剤部)

薬斉瞳β長 :桑田 宏,薬剤主任 :洋間平和,技官 :藤原寿子,川田昌子,小林千代子,川勝一雄,事務主任 :辛

野初柱,事務官 :関 保子
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(看護部)

看護部長 :細川ミツ工,看護婦長 :松田比佐子,近藤信子,西森三保子,和多田すみ子,副看護婦長 :小林とよ,

斎藤千鶴子,山本喜美,技官 :岩永千代子,高市政子,松本敏枝,田中松代子,小林梅野,松田富子,明石和子,

小林富責子,小川まゆみ,米山須磨子,阿部喜代子,柴田佐代子,大山峰子,岩佐純子,未聞恵子,鈴木恵子,

稲田ひろ子,山中祥子,小泉カスミ,榊喜久子,井藤泰子,濃野ヒロ子,大野洋子,福田千恵子,清水美位子,

秋吉和子,丘 恵子,笠岡清江,稲垣美智子,松田初枝,二宮 トミ子,村西直美,衛藤泰子,内藤敏子,平畑早

番,上里幸子,宮城登代子,渡部幸子,平良セツ子,島袋和美,亀田久美子,米揮カヨ子,勇 恵子,坂東フサ

工,鬼界椎恵子,中村多美子,園田正子,広川一枝,能井美千代,森 朝子,片桐久江,内木カネ子,松本不二,

原田芳香,技能補佐員 :渡辺ヒデ子,山崎真人

教 官 人 事

内 科 学 第 二 松 井 祐佐公 助手

昭和46年京都大学医学部率業,昭和55年 1月京都大学大学院医学研究科課程を修了した｡出身地は静岡県｡研

究業績としては ｢MIF及び LIFに関する実験的研究｣がある｡昭和54年 2月助手に任命された｡

内 科 学 第 二 西 川 伸 一･ 助千

昭和48年京都大学医学部卒業｡出身地は滋賀県｡研究業績としては ｢ヒト免疫グロブリン産生機構に関する実

験的研究｣がある(〕昭和54年7月助手に任命された｡

胸 部 外 科 学 渡 部 省 助手

昭和46年京都大学医学部卒業,京大病院第1外科,麻酔科,京大胸部研外科にて外科全般の研修の後,昭和48

年3月より神戸中央市民病院胸部外科に勤務,主に心臓血管外科に従事した｡昭和50年,京都大学大学院医学研

究科博士課程に入学,昭和52年より嘉大病院中央検査部病態学教室村地孝教授のもとで固定化酵素の人工臓器-

の応用について研究した｡昭和54年4月から胸部研胸部外科学部門助手O人工臓器,特に生体機能性材料に興味

を持ち研究を行なっている｡今後に期待したい好漢である｡(寺松 孝)

病 理 学 細 川 呂 則 助手

病理学部門助手高橋権也の辞任に伴い,医員細川呂別が助手に任ぜられた (54.3.16)｡細川呂則氏は昭和51年

3月本学医学部卒業,同4月 1日当研究所内科第--部門医員に採用され,診療研修のかたわら,当研究所病理部

門において実験的研究を行うこととなった｡其後,その慎聾な研究態度が評価されて,内科第一前川教授の同意

のもとに,病理学部門医員に転出,更に同部門助手に任ぜられた｡研究面では竹田助教授の結合織研究グループ

に属し,コラーゲンの生合成をめぐる問題に関心をもち,その柔道マンとして鳴らした偉大な体躯をもとでに,

グループの中心的存在として活躍中である.

細 胞 化 学 永 田 和 宏 講師

昭和46年3月,京大理学部物理学科卒,森永乳業中央研究所 (東京)の研究員となる｡51年11月間研究所の職

を辞し,当胸部研細胞化学部において研修員として研究に専念することとなった｡54年春,平井君の医学部転IL11
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のあと7月講師に採用された｡

永田君のテーマは,｢骨髄性白血病細胞の分化に伴う運動能発現メカニズムに関する生化学的研究｣- もと
もと運動能をもたなかった白血病細胞がマクロファージに分化すると活発な運動能や貴喰能を示すようになるが

其れは何故か,どうして分化する前は動かなかったのか,何が変ったのか｡これらのことを,アクチンや ミオシ

ンなど細胞内収縮性タン白に注目しつつ解明したい,と云うものである｡永田君自身の仕事もさる事ながら,坐

化学部門をもたない当研究所で,生化学的手法を駆使するグループの芽を育てたい,これは胸部研の研究ポテン

シャルを高めるに役立つに違いない,永田君は充分其の任を果すだろう,このような念願が講師選考委員会にあ

った｡

若い諸兄に提言したい｡一度永田君の実験ノー トをみせて貰ったらよい.よく言われるように,記載なくして

新しい企画も構想も生れて来ない｡彼の抜群の記載力によって,山のようなデータが,ノートいっぱいに息づき

躍っているのを見るだろう｡その ドヨメキを聞くだろう｡(市川康夫)

臨 床 肺 生 理 学 佐 藤 公 彦 助辛

佐藤公彦君はラサール高校を経て京大医学部を昭和46年に卒業し,発足当時の臨床肺生理学部門に入局,以後,

豊郷病院,願立塚口病院医師として十分に実地臨床を修練し,54年4月に助手に就任した臨床肺生理学部門のい

わば第 1期生であり,同君の将来はそのまま臨床肺生理学部門の将来でもある｡

同君は,臨床上得た疑問を直ちに自分の基礎的研究で解決していこうとする当研究所臨床部門の伝統をそのま

ま受けついでいる研究者で,現在,厚生省呼吸不全の粧研究と真筆にとり組んでいる｡また,入局以来,病理学

教室の竹田助教授と肺繊維化の機序をめぐって協同研究を行なっている.

同君は自分を犠牲にしてでも他に尽くすという現在の若者に少くない性質をもっており,この人柄と旺盛な研

究心は将来の臨床肺生理学部門を背負うものであると確信し,期待している｡ (佐川弥之助)

学 術 集 会 記 録

Ⅰ 昭和53年 度 学 術 講 演 会 (昭和54年 1月27日,京大会館)

1. マウスにおける寛容原抵抗性について

細菌血清学部門 細 野 正 道

異種血清蛋白質を抗原としてマウスに免疫寛容の誘導を試ると,用いるマウスの系統差によって寛容誘導度が

異なる｡自己免疫疾患に陥るNZBマウスや Reticulumcellsarcomaが自然発生したり,抗 DNA抗体が産生さ

れるSJL/Jマウスでは寛容誘導が極めて難かしいが,寛容誘度難易性と主要組織適合性遺伝子郡との間に相関

性はみられない1)｡この寛容原抵抗性は,しかし,用いるマウスの週齢により異なり,NZB,SJI･/Jでも,週齢

の小さい時にはほぼ完全な寛容誘導が可能となる1･2)｡我々は, この加齢に伴う寛容原抵抗性の異常な発達が何

らかの型で免疫異常 ･免疫疾患の一原因に成るものと考え,この寛容原抵抗性の発現機構について検討してきた｡

まず,寛容原抵抗性という点に注目し,比較的正常な生活史をたどるが,寛容原に対して強い抵抗性を示すDDD

マウスを使用した｡12過齢のDDDでは寛容原 (ヒトで･グロブリン)前処理によって～50%の低反応が誘導さ

れるに過ぎない (これに対して,寛容原に感受性の高い C57IiL/6では0.01%以下の低反応が誘導される)｡ こ

の寛容原抵抗性は,牌臓内のヘ ルパーT細胞と骨髄内のB細胞の抵抗性が原因となり,A細胞は抵抗性の主因に

なっていない3)｡骨髄内のB細胞については,加齢に伴う変化は検出できなかった｡ -ルパーT細胞の寛容原感

受性にリンパ節内のもの (寛容原感受性大)と碑内のもの(寛容原抵抗性大)に差がみられ,胸腺摘出,牌摘出,
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再構築 (reconstitution)などの諸方法を用いた実験結果から, これら2つの細胞群は異なった亜集団に属するも

のと結論された4)｡ 牌内ヘルパーT細胞の寛容原感受性に過齢差のあることが,週齢の違った個体からの牌T細

胞を一定週齢個体からのB細胞と共存させて寛容誘導を試た実験結果から明らかになった｡若い個体にみられる

寛容原感受性の高い牌T細胞自体が抵抗性を示す集団に移行するのではないことは,再構築実験により示され,

週齢差の出現は胸腺依存性であり,骨髄中のpre-T細胞が遇齢の進んだ胸腺内で分化 ･成熟すると寛容原に抵抗

性を示す牌T細胞が出現する5)o また,寛容原抵抗性マウスの胸腺T細胞では,一旦誘導された寛容の消失速度は

極めて速い｡さらに,Pre-T細胞の寛容誘導皮を調べても,寛容原抵抗性の動物では寛容になり離く,一旦誘導さ

れた寛容状態も直ぐに消失してしまうO遺伝的な差異が リンパ系幹細胞のレベルにまで及んでいると思われる｡

1)Immunol.Commun.,6239(1977)

2)Int.Arch.Allergyappl.Immuno1.,53289(1977)

3)CelLImmuno1.,42279(1979)

4)Immunology,37353(1979)

5)Cell.Immunn1.,44262(1979)

2. 肺 と脂質代謝

病理学部門 田 畑 艮 宏

肺表面活性物質は肺の構造と機能の維持にとって必要不可欠な因子であるが,この表面活性物質に対する必須

脂肪酸の影響についてラットを使用して実験的研究をこころみた｡ 2ケ月間の必須脂肪酸欠乏食による処置の後,

肺表面活性物質を抽出LWilhelmytJa】anceで表面張力を測定すると,最小表面張力の欠乏群での著明な上昇が

みられた｡そして肺表面活性物質の主成分である燐脂質のレシチン分析で量的には欠乏群で差はなかったが,し

かしレシチンに含まれる脂肪酸の内,正常では70%以上をしめるパルミチン酸が欠乏群では60%と10%の減少が

あり,レシチンの質的な変化が必須脂肪酸欠乏により招来される事が判明した｡

表面張力の表面活性作用を考える場合,分子巌の少い飽和脂肪酸のパルミチン酸を 2個含んだ, デ･パルミト

イル ･レシチンは気液界面での占有面積が小さく,表面活性作用が高いため,パル ミチン酸が多く含まれる事は

合目的であり,このパル ミチン酸の含有率の低下は最小表面張力の上昇をきたす事は明らかである｡そして肺圧

の量曲線をしらべると,欠乏群の肺では表面活性作用の低下により対照群に比較し同じ圧力を加えても,肺の拡

張は悪く,肺が硬くなっている事が判明したく)肺では必須脂肪酸欠乏により,本来生体内で合成されているパル

ミチン酸のレシチン中の含有率の減少が生じる｡これは従来の知識では説明困難な結果であり,事実,肝臓のレ

シチンではこのような変化はみられず,興味ある現象であって,肺ではレシチン合成経路が他の臓器とは異って

いる事を暗示していた｡

特発性呼吸窮迫症候群 (IRDS)は未熟児の死因の上位をしめる疾患で,肺表面活性物質の機能不全が原因とさ

れている｡そこで私達は京大未熟児センターの症例で肺表面活性物質のレシチン分析と表面張力の測定によりそ

の病因に検討を加えた結果,最小表面張力とレシチン量との間には逆相関関係があり,IRDSではレシチン量が

少く,最小表面張力が高く,表面活性作用の機能不全はレシチン量の不足によるとする従来の説を支持していた｡

しかしレシチンの脂肪酸分析でIRDS群ではパルミチン酸の含有量が低下している傾向にある事がわかり,病因

を考える場合,単に未熟児であるが故に肺が未熟で,肺表面活性物質の産生不足をきたしたと考えるとともに,

肺表面活性物質の質的な変化による影響についても考慮してみる必要性が感じられた｡

3. Tnvitroでの白血球の分化

細胞化学部門 堀 内 正 宏

多細胞生物における細胞の分化の問題は,総括的に言えば,単一の受精卵が如何にして生物体を構成する幾多

の種類の細胞に分化するのかという問題です()血球細胞に限っても同じ問題になります｡血球細胞には少なくと

も8樺類の細胞がありますが,これらの元祖として血球幹細胞があると考えられています｡問題を更にしぼると,
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二方向に分化し得る細胞 (バイポテンター)の分化の問題に帰着します｡逆に言うならば,多方向分化の単位と

も言える二方向分化の制御機構が解明されれば,血球幹細胞に付随する多方向分化の問題も明らかになると考え

ています｡

マウスの腹壁の浸出液を刺激源としてプレー ト内で骨髄細胞にコロニーを作らせると,好中球のコロニー,マ

クロファージコロニー,および両者の混合コロニーが出来ます｡従って好中球とマクロファージは近縁関係にあ

り,血球幹細胞を頂点とする分化系統樹の或る末端に近い所に,好中球とマクロファージの共通の前駆細胞があ

ると考えられます｡このバイポテンターが如何なるコントロール下で,或る時は好中球に,或る時はマクロファ

ージに,又或る時は両者に分化するのかが研究の中心です｡

①前述の腹壁浸出液で出来るコロニーの過半数が好中球コロニーです｡①しかしこの液を トリプシン処理したl
ものでは,マクロファージのコロニーしか出来なくなります.しかもマクロファージコロニーの数は①に比べ⑧

では著明に増加します｡従って全コロニー数を①と①で比較すると大差がありません｡これは何を意味するかと

言うと,二つの場合が考えられますo(イ)バイポテンターが①の場合には好中球コロニーを作り,②ではマクロフ

ァージコロニーを作った｡(｡)①,①いずれの場合もコロニーを作ったのはマクロファージ系前駆細胞および好中

球系前駆細胞だけである｡未処理の浸出液中にはマクロファージの成育を抑える因子があった為に,多くのマク

ロファージ系前駆細胞が成育し切れずコロニーとして算定されなかった｡ トリプシン処理でこの抑制因子および

好中球増殖因子が不活化された為に,①では本来あったマクロファージ系前駆細胞が全てコロニーを形成し,①

に比べて著明に増加したように見えた｡

(丑,②の現象を主にプロデュースしているのは打)説か(｡)説か,を明らかにする為に,コロニー形成細胞を分画

遠心により精製し (すなわちプレー トに50ケ細胞をまけば50近いコロニーが出来る),上記①,②の実験を繰返し

ました｡結果は(彰の場合にコロニーとして算定されない潜在のマクロファージ系前駆細胞はないということにな

りました｡

<結論> 好中球-マクロファージ系のバイポテンターは液性因子の影響で,或る時は好中球コロニー,或る

時はマクロファージコロニーを作ることが判明した｡

4. 細胞内の菌 に対する化学療法

内科学第-部門 西 山 秀 樹

白血病患者は感染症に罷り易く,しばしば難治性である｡この易感染性の要因として,先づ,白血球数の減少

が挙げられるが,白血球機能の低下も重要な要因の一つである.白血球中,感染防御の第-線を担うものは好中

球である｡私達は,骨髄性白血病患者末栴血中の好中球に大腸菌を貧食させ,好中球の黄金殺菌能を検討して来

た｡正常人好中球は貧食した大腸菌の99%以上を貴食後,速かに殺菌するのに対し,骨髄性白血病患者好中球は,

貧食能,殺菌能共に有意な低下を認めた｡更に,白血病患者好中球に大腸菌を会食させ長時間培養すると,貴食

された大腸菌は,好中球内で殺菌されず,むしろ増殖し,好中球を破壊し,細胞外に遊出して来る例を認めた｡

現在繁用される抗菌抗生剤の多くは白血球内にほとんど移行し得ない｡従って殺菌能の低下した好中球に於て

は,貧食された細菌は,会食された事により,抗菌抗生剤の殺菌効果から保護される事になり,この事が難治性

感染症の一因と考えられる｡殺菌能の著明に低下した好中球に大腸菌を貧食させた後,培養液中に 10MICの

CETを60分添加し,洗浄後長時間培養すると,大腸菌は著明な増殖を示した｡一方,1MICの CETを持続添

加した場合は,大腸菌の増殖を抑制し得た｡この事は,好中球内で増殖し,好中球を破壊して細胞外に遊出した

大腸菌を,細胞外に持続的に添加した CETが殺菌したものと考えられる｡従って,殺菌能の低下した好中球を

有する患者の感染症に対する抗菌抗生剤の投与に当っては,感受性薬剤の MICを持続的に保つ事が有効である

と思われる｡殺菌能の著明に低下した好中球に大腸菌を貧食させた後,各種抗菌抗生剤を添加培養後,生残菌数

を算定すると,ほとんどの抗菌抗生剤添加群で菌数の減少は認められなかった｡この事は,多くの抗菌抗生剤は

好中球内の細菌に対して無効である事を示唆している｡この添加抗菌抗生剤中, RFP,SMX-TMP(S-T合剤)

の二剤は,著明な生残菌数の減少を示し,好中球内細菌に対しても有効であると考えられた｡そこで,この二剤

の白血球内への移行を,BacilZu∫∫ubttli∫に対する発育阻止濃度に依り測定した｡CETは白血球内にほとんど移
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行し得ないのに対し,RFPは白血球内外で同濃度を示 し,高い白血球内移行を示 した｡又 S-T合剤については,

SMX の自血球内濃度は極めて低値であったが,TMPは, 白血球内外で同濃度を示し,高い自血球内移行を示

した｡ この二剤は共に脂溶性であり, この事が細胞内移行性の要因と思われる｡ compromisedhostの難治性感

染症が注目されている現在,白血病のみならず,種々の病態で白血球機能の低下が報告されて来ている｡この様

な病態を有する感染症の化学療法に当たり,感受性抗菌抗生剤の撰択の重要性は当然の事ながら,host-parasite-

drugrelationshipに基づいた化学療法が重要であると思われる｡

5. 億患者血清の免疫抑制作用を用いた肺癌の血清学的診断の試み

内科学第 2部門 昆 孝 某

1･肺癌患者血清は,マウス牌臓の羊赤血球 (SR13C)に対する抗体産生細胞 (PVC)の産生を抑制する｡2･肺

癌以外の疾患,サルコイドーシス,肺結核,慢性ベリリウム肺,外因性アレルギー性肺胞炎,肺化膿症,じん肺

症などの患者血清にも,同様な PFC産生抑制効果があるが,肺癌患者血清は,血清投与後の SRBC投与まで

の期間が良くとも抑制効果を示す｡3.肺癌血清は suppressorcellの誘導を通じて,PFC産生に抑制的に作用 し

ている,ことなどについては,日本内科学会,臨床免疫学会,日本アレルギー学会などにおいて報告した｡この

肺癌患者血清に特徴的な PFC産生抑制作用を用いた肺癌の血清学的診断法 immunosuppressiontest(IS-test)を

考案検討し,若干の知見を得たので報告した｡

検索方法 :被検血清,対照群は生理食塩液 0.4m1,を C3H/He雌マウス (1群 5匹)に静注投与した｡血清は

56〔'C30分非働化処置を行なった後使用した｡血清投与5日目に SRIiC108 を静注感作を行ない,感作4日目に

牌臓を摘出し,Cunningham &Szenbergの方法に準じて,anti-SRBC･IgM･PFC数を測定した｡血清投与群の

PFC数を対照群の PFC数と比較し, t検定を行ない,有意差群 (pく0.05)を 上s-test(+)と判定した｡
結果 :肺癌46例/59例 (78%);肺癌臨床病期分類に従って, Ⅰ期 7例/14例,Ⅱ期25例/27例,Ⅲ期4例/6例,

Ⅳ期10例/12例であった｡組織型による差異は認めなかった｡転移性肺腰疫4例/5例,胸腺腫 2例/2例,カル

チノイド1例/1例,良性腰湯0例/3例,健常人および非癌症例4例/68例(10%);健常人 1/15例,サルコイド

ーシス2例/8例,肺結核 1例/11例,その他の肺疾患 (肺化膿症5例,肺炎 7例,じん肺4例,肺気腫 3例,玩

管支拡張症 2例,アレルギー性肺炎 2例)には陽性例はなかった｡

総括 :肺癌患者血清の免疫抑制作用を用いた IS-[estは,従来行なわれてきた他の血清学的診断法と比較する

と,① 肺癌における陽性率 (78%)が高い,① 健常人および非癌症例における偽陽性率 (10%)が低い,など

の成績が得られ,今後さらに広範囲な検討と,肺癌血清中の免疫抑制活性物質の検討を行なうべき可能性が示さ

れた,と考えたい｡

本報告の要旨は,CancerResearch40:444--447,1980に掲載された｡

6. 悪性胸腺腫の臨床 と病理

胸部外科学部門 和 田 洋 己

胸腺腫は発生頻度の高さ,特異な臨床症状などから,縦隔腫場の中の中心的存在である｡一般に,胸腺腫にお

いて,良性,悪性の決定は,病理所見からのみでは困難であることが多く,これに加えて臨床進展様式を勘案し

て決定させる｡我々は浸潤性または再発を繰り返 したものを悪性と規定した上で,以下のことを検討した｡胸腺

腫は,点大胸部研1967-1978年,12年間において,全縦隔腫痴 128例中43例,36%であり,そのうち浸潤性は13

例 (胸腺腫中30%)であった｡

胸腺腫は,現在,胸腺上皮細胞の腫癌であり, リンパ球は随伴して起こる反応と考えられている｡この上皮細

胞に注目して,病理組織学的に検討を加えた場合,臨床経過と病理像の問に大きな差が存在する｡すなわち,浸

潤性と非浸潤性の問に,腫癌細胞の形 (円形,卵円形,紡錘形,混合形),核の異型性などにほとんど差異は認

められず,ただ一点,問質の線維化,コラーゲン反応が,浸浸性でより卦く認められたことが,両者の差異とい

えよう｡
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胸腺腫を臨床経過から分粗してみると,表に示す如く,増殖速度が遅く,非浸潤性で,単発または多発でも被

包化しているもの (Ⅰ塑),増殖速度は速 く,周囲臓器に浸潤してはいるが遠隔転移のないもので, この型は治

療に反応する臨床経過により,(Ⅱ),(Ⅱ),(Ⅳ)型と分けられ,最後に進展が速く,浸潤性で遠隔転移があるもの

(Ⅴ)型と分類される｡(後の検討でⅤ型は,胸腺胎児性病と考える方が妥当と判った｡) Ⅰ型は臨床的には良性と

してよく,70%を占め, Ⅰ,Ⅱ型は可及的切除と放射線照射でかなりの治療成績を期待しうるが,以上の治療に

おいても効果のない症例が12%に及んでいる｡Ⅴ型を示す胎児性癌は,切除,放射線,化学療法のいずれを施し

ても非常に悪い｡

いずれにせよ,胸腺腫の治療は,臨床経過が病理所見より重要な位置を占め,発見次第できるだけ早期に切除

をし,必要なら放射線,薬物療法等の他の治療法を行なうことが,この疾患の治療成績を上げる重要な点と考え

られている｡

CLlnicaLCourseofThymomaandGermCeLILTumor

-_･二L__､:
･sLow growlng
･notlnYQSiye
･soLItQryOrmuLtIPLe
-encQPSUIQted

JJ

･rcIPldlygrowlngIlnvQSlYetOSOrrOUndlngOrgQnS･dlStOntmetO(-)･U ⊥J

rGPldly growlng
tnvQSNe tO SOrrOUndlng
Organs
dlStClntmetCL(+)

↓

TherQPy(OperQtfOnChemotherQPy,1rrQdlQtLOnetC)

ellectlVe
I
cured
(1)

/
cured
(2)

ellectlVe noteffectlVeWlth

,eよ,一en. vQr.･OUStherTp･es
(3) (4) (5)

Type CcISeNo(-J･) SUryIVOtTime

)

1･-

1

1ノ

)

ー

つ▲

3

4

5

30/43(70) 1112y(81)QHQLtve

1/43(2) 7y(7 ) 0日ve

3/43(7) 2-5y (37)QtlQLIVe

5/43(12) 9N-15y CLLIdeQd

3/43(7) 15-9M ctlldeQd

7. 低酸素血症をめ ぐる2-3の問題,特に高低両 レベル 02吸入による

寸A/Q不均等の検出法について

臨床肺生理学部門 加 藤 幹 夫

吸入 02濃度 (FIo2)の増加に対する動放血 02分圧の増加 (APao2)を決定する要因は,肺内の換気-血流比

(vA/Q)分布の状態である｡ しかしヤA/Qの分布を簡便に直接測定する方法が開発されていない現在,低酸素血

症の患者に対して既知濃度の 02を吸入させた場合の dPa02を予測することは不可能である｡1967年,Kingand

Briscoeは Bohrisopleth を利用して ヤA/Qline と Hb 解離曲線および Bohrisopleth との交点から肺毛細管血

液 P02を算出することにより, 2レベルの FI02の下で得られた Pa02から作図法によって VA/Q分布を高

やA/Q成分 (fastspace)と低 やA/Q成分 (slow space)との2つの compartmentに分離する方法を発表した｡ こ

の方法は幾多の前提を必要とし, かつ高 VA/Q値の指定によってその得られる解が無数になる点および作図法

にともなう誤差など難点は少なくないが,演者は後者の欠点を改良する目的で解離曲線については Kelman の

subroutineを用い,肺胞気式との組合わせによって step 演算を行なって各種の条件の下での APao丑と2つの

compastmentの間の血流比との関係をあらかじめ求めてグラフ化することを試みた｡(APao2-ヤA/Qカ-プ)

図はその1例を示すものであって,曲線 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲは FIo2- ･24,Ⅰ′Il′Ⅱ′は FIo2- ･28の場合で fastspaceの



昭和55.3 - 9-

ヤA/Qを1.3と指定し,AIVDo2および Pa02をそれぞれ図の右上に示すような条件に設定 した場合のAPa02と全

血流量に対するslowspaceからの血流比 q2/(ql+q2)との関係を示すものである｡また横軸の下段はq2/(ql+q2)

に対応するslowspaceの すA/Q値を示すものである. すなわち, これらの曲線の上で各点が極端に移動する場

合を考えてみると,これは2つの compartmentの問での VA/Q値の差が極端に大きいが低 VA/Qからの寄与が

比較的小さい場合 (たとえば比較的小範囲の肺動静壕による解剖学的シャ トンのあるような堤合;仮にシャ トン

型と呼ぶ)に相当し,右方に移動するのに従って 2つの compartmentの問の不均等の程度が減少することを示

す｡また q2/(ql+q2)-0.5附近に近づくと2つの compartmentの間の ヤA/Qの差はあまり大きくはないが,全

肺血流量に対する各 compartmentからの血流の寄与が 1‥1に近 くなり,血流に対する VA/Q分布の巾が大き

くなってくるような場合 (仮にヤA/Q不均等型と呼ぶ)を想像することができる｡

演者は10頭の雑種犬についてオレイン酸静注による肺水腫進展の時間的経過を追いながら FIo2-.24および

FIO2-.28に対するAPa02を測定し,A-VDo2およびPa02の測定値に対応するAPao2-やA/Qカーブを選び出し

てその上にプロットした｡図中の矢印はその1例を示すものであるが ⅠⅠ′,ⅡⅡ′,ⅢⅢ′はそれぞれオレイン酸

静注後 1, 2, 3時間の測定値に対応し, I--Ⅰ′,Il-Il′,およびⅢ-Ⅲ′を示すそれぞれの矢印はFIoaを ･24

から･28に変化させたときの dPao2点を結んだベクトルである｡各時期におけるベクトルの方向の変化からオレ

イン酸肺水腫にともなう低酸素血症が やA/Q不均等型からシャ トン型に移行することがわかる｡ また同様の傾

向は全例において観察された｡

以上の事実からKingandBricosの方法による2compartment分析法が走性的に やA/Q 不均等を反映する有

効な方法であると結論づけることができた｡
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8. 最近の市中病院における呼吸器疾必の動向

京都市立病院 日 置 辰一郎

市中病院における呼吸症患の動向と,呼吸器科専門医が行っている診療 ･検査及び他の診療科医師との対診状

況を調査した｡市中総合病院にもそれぞれの特異性があり呼吸器科が独立している病歴統計で分離 して調査出来

るものは僅かであった｡従って呼吸器疾患の種類など細かい調査の大半は京都市立病院呼吸器科の実状を述べ一

般の病院を類推して呼吸器疾患の動向を求めることになった｡

近年肺結核の急速な減少は周知のことであるが,疾患群別死因統計によると今尚日本全体で死亡の1･2%を占

めている｡COPD を含ませた肺炎及び気管支炎群の死亡はその4倍以上 (5.2%)あって所謂三大死因に次いだ

日本人の死因である｡肺癌の増加の傾向は著明で,その死亡は今では結核の死亡の殆んど2倍 (2.2%)になって

いる｡近時日本人は病院で死亡する率が急速に増大して最近60%を超えた｡病院を利用し病院で死亡する疾患と
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表 京都市立病院呼吸器科 (ベット50)における疾患群別年間入院患者数の推移 ぐ68-'78)
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(肺不全群 :嘱息 ･COPDの増悪による入院)

して悪性腰痛が当然多いことが予想されるところである｡京阪神の総合病院では最近死亡退院患者の中の悪性腫

疾患者の割合が50-70%を占めて来ている｡肺癌の増加の率は更に大きく,その死亡は呼吸器疾患の死亡退院の

70-90%に達している｡

呼吸器疾患の種類をみる為に京都市立病院における最近10年間の入院患者の疾患群別の年間入院数を表示した｡

10年前には肺結核患者の入院が多く在院日数も長くベット回転が悪くて年間入院総数が少ない｡その後約5年そ

の数が次第に増加しているのは長期入院患者の減少によるものである｡疾患群の中で肺鷹揚の増加が最も目立つ｡

肺不全と仮に表示した疾患群も増加しているが5年前で頭打ちに見える｡これは気管支嘱息に対して外来診察室

に半日位の点滴処置が行えるようにしたことにより,増加しかけた鴨息発作による短期入院を減少させたことと,

COPD などの低肺機能患者に対して入院外来を一貫して管理し在宅での 02投与も指導し入院の増加をおさえ

た為でもあろう｡その為に呼吸器科外来の患者はこのグループの増加が著明で外来患者数の半数以上を占めて来

た｡外来患者の残り半数の更に2/3は肺内の限局性異常陰影を認める疾患 (肺炎 ･肺癌 ･肺結核など)で院内外

からの紹介で来院している｡残りは胸水貯潜と気胸が多く,それ以外の疾患は極く小数に過ぎない｡

以上の呼吸器疾患に対応する病院での検査 ･治療として肺内異常陰影に対する組織診断の為の生検と肺機能障

害に対しての機能検査特に血液ガス測定の頻度とが急速に増大している｡また低肺機能者の急性増悪防止の為の

患者管理の工夫も行われている｡肺の感染症は高令者で予後が悪いが適確な抗生剤が奏効するまでの間,心肺機

能を庇護して救命すべく努力されている｡合併症などで呼吸器科から他科-の対診は入院患者の略半数に行われ,

内科入院患者の10%に呼吸器科-の対診が求められている｡呼吸器科医師も広い総合的な臨床医学知識を要する

と考えられる｡

9. 肺移植の問題点

東北大学 抗酸菌病研究所

外科学部門 仲 田 姑

肺組織が高度に破壊された呼吸不全患者に対して,肺移植が最も理想的な治療法であることに異論をさしはさ

む余地はないと考える｡肺移植手技は一応完成の域に達したと思うが未だ幾多の問題点が存在する｡

1) Donor肺入手と保存の困難性

2) 移植早期の肺機能低下 (reimplantationresponse)

3) 移植肺感染のコントロールの困難性

肺は気管を通して大気と通じて居り,移植肺では咳欧反射の消失,セン毛運動の減少,wetlungの発来,

これに加えるに抗移植免授剤は感染発生を容易にしている｡
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4) 移植肺吻合部の狭窄の発生

5) 肺神経切断の影響等であるが太凡解決されつつある｡ しかし最も重要な拒絶反応の発来予知,又この対策

が確立されていない｡

特に拒絶反応は,肺水腫発采につながると云う他の臓器にみられない致命反応として現われることに心しなけ

ればならない｡

ⅠⅠ 胸部研談話会

第9回 54年 2月22日 西川伸一 (内ll):ヒト末梢血 リンパ球の機能に関する研究

第10回 54年 9月20日 細野正道 (細菌血清):-ブテン修飾細胞の同系リンパ増殖刺激性 ;その個体発生

喜納辰夫 (細菌血清):マウスの polycolnallg産生におけるウイルス感受性T細胞の役

割

ⅠⅠⅠ 特別ゼミナール (54年度)

87回 6月10日 組織肥肝細胞の起源-局所分化について (大阪大学医学部)北村 幸彦

88回 10月27日 肝癌発癌における前癌病変 (山口大学医学部)沖田 極

89回 12月7日 カーポックアンヒドラーゼの細胞化学的反応の特異性と胃における局在

(福島医科大学)菅井 尚則

業 績 目 録

内 科 学 第 1部 門

〔二学 会 発 表〕

1. 結核,非定型抗酸菌症

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文章,武田貞夫,倉沢卓也,西山秀樹,坂東憲司,戸川真一,賀戸重允,

長谷光雄 :結核化学療法施行前の啄疾中結核菌の耐性検査成績,第54回日本結核病学会総会 (昭54.4)

前川暢夫,山鳥英世,池田宣昭,馬淵尚克,井上昇,稲掛英男 :結核菌に対するアミノ配糖体およびポリペブ

タイドの相互交叉耐性について,同

磯部喜博,岡本博史,直木由太郎,合田 博,陶様土,池田宣昭,小沢 晃,山内立夫,馬淵尚克,井上 昇,

前川暢夫 :RFP使用症例の検討 (第 3報),同

前川暢夫他 (共同研究)結核療法研究協議会 :初回治療における1NH･RFP･EB併用と1NH･RFP･PZA併用

の比較に関する研究,同

前川暢夫他 (共同研究)結核療法研究協議会 :入院時薬剤耐性に関する研究,同

前川暢夫,川合 満,馬淵尚克 :結核化学療法の強化に関する実験的研究 (1), 日本結核化学療法研究会総会

(昭54.6)

前川暢夫,川合 満,馬淵尚克 :結核化学療法の強化に関する実験的研究(2),同,

前川暢夫,池田宣昭 :RFP 使用病例の検討,(第3幸齢 ,同

FumiyukiKuze,NobuoMaekawa: Invitroandinvivoeffectsofvariousdrugstoatypicalmycobacteria･

FirstInternationalconferenceonatypicalmycobacteria,9.1979lDenver.

李 英徹,久世文事,前川暢夫 :ポビドンヨードの結核菌に対する殺菌効果,第45回日本結核病学会,第15回
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日本胸部疾患学会,近畿地方会,(昭54.10)

倉沢卓也,前川暢夫,岩田猛邦 :種々の合併症を有する結核患者の治療の問題点,同

前川暢夫,久世文事,李 英徹 :シリコンスライド培養法を用いた諸種消毒剤の試験管内殺菌効果,日本結核

化学療法研究会総会,(昭54,12)

2. 腺 癌

倉沢卓也,前川暢夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,蔵田駿一郎 :持続的に高 Ca血

症を呈した肺癌の1症例,第30回肺癌学会関西支部会 (昭54.2)

桐谷良一,藤井謙裕,望月吉郎,種田和清,笹沼竹雄,岩田猛邦,松原恒堆,小橋陽一郎,市島国雄,山辺博

彦,倉沢卓也,前川暢夫 :原発性肺癌による癌性胸膜炎に対するCarboquone,5-FU の胸腔内注入療法の効果,

同

披多 信,黒田 昭,石原享介,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準他 :同一病巣に肺癌と肺結核の混

在した1症例,同

岩田猛邦,藤井謙裕,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,笹沼竹雄,松原恒雄,小橋陽一郎,市島国雄,山辺博

彦,倉沢卓也,前川暢夫 :腎癌組織内-の転移を認めた原発性肺腺癌,いわゆるcancertocancerの1剖検例,

同

戸川真一,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,川合 満,久世文事,中西通泰,前川暢夫 :興味ある縦隔腰痛の

2症例,同

黒田 昭,波多 信,石原享介,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準,他 :肺乳頭腫の1症例,同

桐谷良一,藤井謙裕,望月吉郎,種田和清,笹沼竹雄,岩田猛邦,松原恒雄,北野司久,小橋陽一郎,市島国

雄,山辺博彦,倉沢卓也,前川暢夫 :原発肺梅における細胞診及び肺生検による組織型診断の信赦性についての

検討,(第19回日本胸部疾患学会総会 (昭54.4)

望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,笹沼竹雄,松原恒雄 :経過中自然気胸を併発した空洞性肺癌の1

例,第31回肺癌学会関西支部会 (昭54.7)

玉木長良,石原享介,森 徹,中井 準 :胸水 CEAの基礎的 ･臨床的検討,第45回日本結核病学会,第15

回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)

戸川真一,前川暢夫,黒住真史,山根すま子,細川昌則,木下和之,鈴木康弘,竹田俊男 :燕麦細胞痛との鑑

別に困難を伴い,広範な皮下転移を示した atypicalI)ronchialcarcinoidの1症例,第18回日本臨床細胞学会秋期

大会 (昭54.ll)

3. 感染症の化学療法

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文事,倉沢卓也,西山秀樹,坂東憲司,戸川真一 :T-1551の呼吸器感

染症に対する臨床的研究,第27回日本化学療法学会総会,(昭54.6)

前川暢夫,中西通泰,倉沢卓也,坂東憲司 :BL-S578の呼吸器感染症に対する臨床的研究,同

前川暢夫,中西通泰,久世文事,坂東憲司,賀戸重允,石橋達雄 :Netilmicinの呼吸器感染症に対する臨床的

研究,第26回日本化学療法学会東日本支部会,(昭54.ll)

前川暢夫,中西通泰,塩田恵三他 :(共同研究)急性気道感染症を対象とした CGp-9000とCephalexinとの比

較試験成績,第27回日本化学療法学会,西日本支部総会,(昭54.12)

4. 気管支噴息

宗重 彰,浜西正三,冨井秀明,阪井 肝,三嶋理晃,久野健忘,川合 満 :副腎皮質ステロイドをやむなく

良.期大量投与した母体ならびに新生児の観察例,第53回兵庫県産婦人科学会総会,(昭54.6)

江田昭英,中村邦柘,川合 満,前川暢夫 :1-methyl-4-isohexyl-cyclohexanecarboxylicacid(IG-10)の抗アレ

ルギー作用,第29回日本アレルギー学会総会,(昭54.9)
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K･Ito,M･IwakuralM･KawailA･Hamada: AdoubleblindstudyonTiaramideinthetreatmentofbronchial

asthma,XInternationalCongressofAllergy,Jerusalem,(1979,Nov.)

5. そ の 他

田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,笹沼竹雄 :肺化膿症及び大葉性肺炎を別々の肺に生じ

たマイコプラズマ肺炎の1例,第99回日本内科学会近畿地方会 (昭54.9)

梅田文一,波多 信,石原享介,黒田 明,岩崎博信,山田栄一,中井 準 :Hsaber-sheath"ぐ刀翰〝型)気

管の1例,第45回日本結核病学会,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)

岩田猛邦,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,松原恒雄,酒井正彦 :くりかえす胸水貯潜,血疫を主訴

とした慢性輝炎の1症例,同

岡田英彦,倉田昌彦,永見義隆,宝木 仁,藤田正憲,石井昌生,内藤祐子 :肺胞蛋白症の1例,同

光岡明夫,宮本好博,北野司久,岩田猛邦,友永 轟,梼原健嗣 :僧帽弁閉鎖不全症に伴った pulmonaryossi-

ficationの1例,同

藤井謙祐,望月吉郎,網谷良一,種田和活,岩田猛邦,松原恒雄,小橋陽一郎,市島国雄,山辺博彦,倉釈卓

也 :自然気胸で発症し,肺肝を主に急速に進行した Peliosisの1例,同

倉沢卓也,戸川真一,坂東憲司,西山秀樹,久世文事,川合 満,中西通泰,前川暢夫,望月吉郎,桐谷良一,

種田和清,笹沼竹雄,岩田猛邦,松原恒雄 :体動脈一肺動脈連の2症例,同

市谷迫雄,弘野慶次郎,坪井裕志,小田芳郎,内平文章 :過敏性肺臓炎の1例,同

桐谷良一,田口善夫,望月吉郎,種田和清,笹沼竹雄,岩田猛邦,松原恒雄 :朗著な気管支拡張を伴った右肺

形成不全と考えられる1例,同

1. 結核,非定型抗酸菌症

前川暢夫 :難治結核の治療,治療学,2:747-753,1979.

内藤祐子,久世文章,前川暢夫 :抗酸菌の臨床細菌学的同定に関する一考察,結核,54:481-490,1979.

内藤祐子,久世文事,前川暢夫 :非定型抗酸菌の諸種薬剤に対する感受性,V,Mycobacteriumintracellulare

に対する主としてアミノグリコシツド系抗生物質の試験管内制菌作用,結核,54:423-427,1979.

久世文事,李英徹,前川暢夫,鈴木康弘 :実験的非定型抗酸菌症に関する研究(2),mycobacteriumintracelitl-

1are(米国株)感染マウスに対する抗結核薬の併用効果一経尾静脈感染の成績,結核,54:453-460,1979･

中西通泰,肺結核症,分担執筆,今日の治療指針 p.189-190,医学書院,1979.

2. 気管支嘱息

川合 満,馬淵尚克,池田宜昭,戸川真一,李英徹,内藤祐子,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文事,

中西通泰,前川暢夫 :気管支噂息患者に対するプロカテロールの使用経験,臨床と研究,56:965-972,1979.

前川暢夫,川合 満,伊藤和彦他 :(共同研究)慢性閉塞性肺疾患に対する Ipratropium Bromide(Sch1000)

の長期投与による臨床効果,臨床と研究,56:1633-1646,1979.

前川暢夫,川合 満,伊藤和彦他 (共同研究):Procterol(OPC-2009)錠の連続投与による抗嘱息効果の検討,

-全国29施設共同成績,診断と治療,67:376～388,1979.

前川暢夫,川合 満,浜田朝夫他 (共同研究):Procatecol(OPC-20091錠の頓用投与による気管支拡張効果の

検討一全国29施設共同成績,現代医療,ll:225-236,1979.

前川暢夫,川合 満,塩田憲三他 (共同研究):二重盲検試験による慢性閉塞性肺疾患 に対す る Ipratropium

Bromide(Sch1000)の臨床成績,医学のあゆみ,110:636-660,1979.

3. 感染症の化学療法

川合 満,前川暢夫 :呼吸器疾患患者に点滴静注した場合の Dibekacin(DKl∋)の血中濃度について,基礎と
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臨床,13:175-.177,1979.

前川暢夫,中西通泰,塩田意三他 (共同研究):肺炎に対する Cefoxitinと Cefazolinの薬効比較試験成績,

Chemotherapy27:3-58,1979･

前川暢夫,中西通泰,塩田憲三他 :(共同研究)細菌性肺炎に対するBacampicilh'nと Amoxycillinの薬効比

較検討成績,Chemotherapy27:725-759,1979.

前川暢夫,中西通泰,賀戸重允,長谷光雄,松原恒雄,岩田猛邦,倉沢卓也,種田和清,桐谷良一,塩田憲三

他 (共同研究):呼吸器感染症に対するCefmetazole(CS-1170)とCefazolinの二重盲検法による薬効比較成績,

Chemotherapy27:581-651,1979.

前川暢夫,中西通泰,川合 満,西山秀樹,坂東憲司,細川昌則,小田芳郎,望月吉郎 :呼吸器感染症に対す

るCefamandoleの臨床検討,Chemotherapy27:S-5,249-252,1979.

4.そ の 他

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文事,松原恒雄,岩田猛邦,吉田敏郎,池田宣昭,小沢 晃,岩井嘉一,

山田栄一,角田沖介,中井 準,小川暢也 :エンピナースーP(KPC)の啄疾噴出困難症に対する効果,二重盲検

法による検討,臨床と研究,52:3373′-3382,1975.

梅田文一,高塚勝哉,波多 信,黒田 昭,石原享介,岩崎博信,山田栄一,中井 準,中村隆澄,庄村東洋,

吉栖正之 :外傷性縦隔血腫の1例,日胸疾会誌,17:321.-325,1979.

中西通泰 :気管支拡張症の成因と副鼻腔炎との関連,いわゆるKartagener'ssyndromeについて,医学のあゆ

み,110:C,26′-35,1979.

山本孝吉,笹田昌孝,′J､西 博,上田孝典,内田三千彦,沢田博義,中村徹,内野治人,西山秀樹,前川暢夫

:白血病患者好中球貧食殺菌早期過程の解析 (第21回日本臨床血液学会総会抄録),臨床血液,21:補冊1,52,

1979.

前川暢夫,加藤幹夫,中西通泰,川合 満,久世文事,泉孝英,倉沢卓也,西山秀樹 :臨床医学の展望一呼吸

器病学,日･医 ･新,No.2861,10-17,1979.

MichikoKamada: Distributionof67Ga･Citrateintumortissuesandvariousorgans3macroautoradiographic

andscintigraphicstudies,Radiosotopes,27:390-396,1978.

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文事,小田芳郎,江部康二,(分担執筆):呼吸器学,金芳堂,1979.

中西通泰 :胸部疾患と疑似急性腹症,看護技術,25:No.15,44-52.1979.

中西通泰 :呼吸器疾患とその薬物療法,医薬ジャーナル,15:103-105,1979.

中西通泰,前川暢夫 :宿主候件と肺一全身疾患と肺,(分担執筆),図説臨床内科講座,7巻,288-293,メジ

カルビユー社,1979.

中西通泰 :最近の呼吸器疾患-診断と治療,1,気管支拡張症,中外製薬,1979.

〔研究会 ･その他〕

西山秀樹 :細胞内の菌に対する化学療法,昭和53年度研究所学術講演会 (昭54.1)

前川暢夫,中西通泰 :T-1551研究会,(昭54.1)

前川暢夫,中西通泰 :NK-631研究会,(昭54.1)

前川暢夫,中西通泰 :HR-756研究会, (昭54.1)

前川暢夫,中西通泰 :CGp-9000研究会,(昭54.2)

中西通泰 :Netilmicin研究会,(昭54.5)

川合 満 :IG-10研究会,(昭54.5)

前川暢夫,中西通泰 :Adriacin研究会,(昭54.6)

山田栄一,披多 信,黒田 明,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :肺線維症と肺癌の合併例,第14

回兵庫肺癌懇話会,(昭54.7)

中西通泰 :KW-1062研究会 (昭54.8)
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中西通泰 :呼吸器感染症研究会 (昭54.8)

中西通泰,

前川暢夫,

川合 満

前川暢夫,

前川暢夫,

前川暢夫,

前川暢夫,

前川暢夫,
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前川暢夫 :肺癌治療におけるPicibanilの使用経験,京滋腫癌の免疫療法研究会,(昭54.8)

中西通泰,川合 満 :NA-872研究会 (昭54.8)

:最近の嘱息治療の考え方,第 8回奈良県嘱息治療研究会 (昭54.6)

中西通泰 :CGp-9000研究会,(こ昭54.9)

中西通泰 :HR-756研究会 (昭54.10)

中西通泰 :T-1551研究会 (昭54.10)

中西通泰 :PC-904研究会 (昭54.10)

中西通泰 :SCE-1365研究会 (昭54.10)

川合 満 :最近の気管支哨息における薬物療法について,診療内容向上の会 (昭54.10)

中西通泰 :fIR-756研究会 (54.ll)

黒田 明,日野 恵,藤見勝彦,披多 信,石原享介,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準 :原発肺癌

よう進展をみせた malignantlymphomaの1例,第15回兵庫肺癌懇話会 (昭54.ll)

中西通泰 :HR-756研究会,(昭54.ll)

前川暢夫 :結核化学療法の諸問題,京都府医師会学術講演会,(昭54.ll)

中西通泰 :呼吸器感染症と抗生物質,福知山,綾部医師会学術講演会,(昭54.12)

岩崎博信,黒田 明,石原享介,中井 準他 :縦隔-の放射線治療中に両側性の気胸をきたした悪性 リンパ月垂

の1症例,兵庫がん化学療法研究会,(昭54.12)

内 科 学 第 2部 門

1. 免疫学の基礎的領域に関する研究

〔学会 ･研究会発表〕

西川伸一,泉 孝英 :ヒト･リンパ球における PPD による免疫グロブリン産生 Ⅱ.ヘルパー機能の解析,

第42回実験結核研究会総会,(昭54.4.4)

泉 孝英,西川伸一,平田健雄 :PPD によって誘導されるヒト末栴血 リンパ球の免疫グロブ1)ン産生に関す

る研究,第 7回日本臨床免疫学会総会,(昭54.6.29)

西川伸一,平田健雄,泉 孝英 :ヒト免疫グロブリン産生機構に関する研究 Ⅴ.PPD 反応性-ルパーT細胞

とPWM 反応性-ルパーT細胞の分離,第 9回日本免疫学会総会,(昭54,12.4)

平田健雄,西川伸一,泉 孝英 :ヒト免疫グロブリン産生機構に関する研究Ⅳ.proteinA による免疫グロブ

リン産生の誘導とその機構の解析,第29回日本アレルギー学会総会,(昭54,9.28)

〔誌 上 発 表〕

Nishikawa,S.,Hirata,T.,Nagai,TリMayumi,M,andlzumi,T.: PPD-inducedimmunoglobulinproduction

inhumanperipheralbloodlymphocytes. I.Necessaryconditionsforinducingtheresponse.J･Immunology,

122(6):2143′-2149,1979.

Mavumi,M･,Yoshida,T･,Shinomlya,K･,NishikawalS･,Hirata,T.)Izumi,T･andMikawa,H.: Effectsof

concanavalinA-inducedcellsontheproliferativeresponseofT-cells･ ConcanavalinA-inducedsuppressorand

amplifiercellstotheproliferativeresponseofhumanT-cellstotrinitrophenylmodifiedautologouslymphocytes･

∫.Immunology,123(21:772-777,1979.

Nishikawa,S.,Hirata,T･andlzumi,T･:PPD-inducedimmunoglobulinproductioninhumanperipheralblood

lymphocytes.II. SeparationofPPD-reactivehelperTICellsfromPWM reactiveT-cellsin polyclonalimmunO-

globulinproductionofhumanperipheralbloodlymphocytes. JJmmunology,123(3):1092-1093,1979.
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2. 結核の免疫に関する研究

〔学会,研究会発表〕

泉 孝英,長井苑子,杉之下俊彦 :肺結核患者血清の免疫抑制作用一特に suppressorcellの誘導を介しての

PFC抑制作用について,第42回実験結核研究会総会,(昭54.4.4)

松井祐佐公,木野稔也,本田和徳,大島駿作 :モルモットにおけるMIFとLIFについて,第39回実験結核研

究会総会,(昭54.9)

松井祐佐公,木野稔也,本田和徳,大島駿作 :モルモットにおける LIFの部分的特性について,第29回日本

アレルギー学会総会,(昭54.9)

松井祐佐公 :MIFとIJIF,第31回国立大学附属研究所結核及び胸部疾患談話会,(昭54.ll)

大島駿作,大山口握,松井祐佐公,本田和徳 :ツベリクリンアレルギー受身伝達機構に関する研究一陣細胞活

性化因子,第54回日本結核病学会総会,(昭54年4月5日,東京)

松井祐佐公,大島駿作 :ツベルクリンアレルギーにおける MIFとLIF,日米医学協力研究会結核部会,(1979

年 3月27日)

〔誌 上 発 表〕

松井祐佐公 :ツベリクリンアレルギーに関する実験的研究-LIFとMIFの免疫学的意義について-,結核,

54:331,1979.

松井祐佐公,大島駿作 :ツベリクリンアレルギーにおける MIFと LIF,昭和53年度,日米医学協力計画報告

香,p.245(1979)

3. 肺癌に関する研･究

〔学 会 発 表〕

泉 孝英,杉ノ下俊彦 :肺癌患者血清の免疫抑制作用を用いた肺癌の免疫学的診断法 (immunosuppression

test)の診断学的意義について,第76回日本内科学会講演会,(昭54.4.5)

古田陸広,浅本 仁,北市正則:｢肺癌の臨床免疫並びに病理学的研究 (特に所属リンパ節の リンパ球の動態

について)｣,厚生省ガン研究助成金桜井粧総会,(昭54年 2月,東京)

Sato,A･,Yoshimi,T･,I2:umi,T･,Kobara,Y･Oshima,S･,Sugimoto,K.:Clinicalstudyandincreaseoflung

cancerinwomen.VI.AsiaPaci后cCongressonDiseasesoftheChest.Bombay,(1979,ll,21)

泉 孝英,大島駿作,前川暢夫 :ImmunosuppressionTestによる肺癌の血清学的診断 (第2報),第20回日本

肺癌学会総会,(昭54.9.26)

門 政男,満安清孝,藤村直樹,北市正則,本田和徳,平田健雄,西川伸一,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝

英,小原幸信,大島駿作,川上一郎,堺幹太,沢野哲重,中島道郎,橋本圭司,立石昭三,浜本康平,杉本幾久

雄,松尾 博 :肺癌患者におけるSchizophyllanの治療効果,第20回日本肺癌学会総会 (昭54.9)

本田和徳,松井祐佐公,泉 孝英,小原幸信,大島駿作,佐藤篤彦 :肺癌発生部位に関する臨床的研究,第20

回日本肺癌学会総会,(昭和54.9).

泉 孝英 :ヒト肺癌患者血清中のマウスにおける IgM･PFC産生抑制因子の性状と suppressorcellの産生を

介しての抑制機序について,第38回日本癌学会総会,(昭54.9.28)

〔誌 上 発 表〕

小原幸信,佐藤篤彦,松井祐佐公,今井弘行,本田和徳,大山駿作 :原発性肺癌の入院時臨床像と組織型,京

大胸部研紀要,12:17,1979.
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4. 気管支嘱息およびアレルギーに関する研究

〔学 会 発 表〕

木野稔也,大島駿作 :昆虫による気管支噛息の研究.Ⅶ. トビケラによるアレルギーの存在と蛾 ･蝶との交叉

反応性,第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54.4)

木野稔也 :昆虫の吸入性アレルゲン,パネルディスカッション ≠ァレルゲンにおける最近の問題点'!.第29回

日本アレルギー学会総会,(昭54.9).

藤田洋右,木野稔也 :アレルギー性鼻炎における昆虫アレルゲンの意義.パネルディスカッション〝ァレルゲ

ンにおける最近の問題点〝特別発言,第29回日本アレルギー学会総会,(昭54.9).

Kino,T.: ReaglnicsensltlVltytOinhalantsofmoth,butteray,andsilkworminpatientswithbronchialasthma,

SymposiumHUntowardreactionstoinsects∴ⅩhternationalcongressofAllergology,Jerusa一em,(昭54.ll)

〔誌 上 発 表〕

KinoT･andOshima,S･‥ AllergytoinsectsinJapan. ⅠⅠ.Thereaginicsensitivitytosilkwormmothinpatients

withbronchialasthma,J.AllergyandClin.Immuno1.,64:131,1979.

木野稔也 :昆虫による吸入性アレルギーの側面,アレルギーの臨床,No.5,13,1979.

木野稔也,大島駿作 :｢昆虫による気管支鴨息の研究｣かいこの蛾抽出液による蛾 ･喋アレルギーの診断と治

痩,昭和53年度琵境庁公害医療研究費補助金による報告書,(昭54年 3月)

5. サルコイドージスに関する研究

〔学会 ･研究会発表〕

沼尾嘉時,泉 孝英他 :サルコイドージス患者の心電図異常所見について (第4報)心電図経過の検討3の2,

第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54.4.3)

平賀洋明,泉 孝英他 :サルコイド-ジスにおけるいわゆる肺線維症のⅩ線学的検討 (第 1報),第19回 日本

胸部疾患学会総会,(昭54.4.3)

泉 孝英 :サルコイド-ジスの免疫学的研究 (第7報)PFC-SFの作用機序一特にsuppressorcellの誘導-に

ついて,第19回日本胸部疾患学会総会 (昭54.4.3)

立花輝夫,泉 孝英他 :サルコイド-ジス急性発症症例の検討 (第 3報),第19回日本胸部疾患学会総会,(昭

54.4.3)

山本正彦,泉 孝英他 :サルコイドージスに対するコルチコステロイド治療効果,第19回日本胸部疾患学会総

会,(昭54.4.3)

泉 孝英,杉之下俊彦,長井苑子 :ヒト血清の免疫抑制作用に関する研究 (第 6報)サルコイド～ジス患者血

清によって誘導された suppressorcellによる PFCおよび FP反応の抑制,第 7回日本臨床免疫学会総会,(昭

54.6.28)

西川伸一,泉 孝英 :サルコイド-ジス症例のリンパ球の免疫グロブリン産生機能について,昭和53年度厚生

省特定疾患調査研究班サルコイド-ジス班会議.(昭54.2.9)

泉 孝英 :サルコイド-ジス患者血清によるマウスにおけるsuppressorcellの誘導,昭和53年度厚生省特定疾

患調査研究姓サルコイ ド-ジス班会議,(昭54.2.9)

西川伸一 :サルコイドドージスにおけるⅠielperfunction,厚生省特定疾患肉芽展性肺疾患調査研究鉦昭和54年

度第 1回班会議,(昭54.8.31)

泉 孝英 :PFC-SF,FP-SF,厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班昭和54年度第 1回斑会議,(昭54.8.31)

Nishikawa,S.,Hirata,T.andIzumi,T.: Helperfunctionsinsarcoidosis. NaraSymposium onSarcoidosis

andotherGranulomatousDiseases. Nara(1974.ll.14)

Izumi,T･: Serum immunosuppressivefactorsinsarcoidosis. NaraSymposium onSarcoidosisandother

GranulomatousDiseases. Nara(1974.ll.14)
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西川伸一,平田健雄,泉 孝英 :サルコイド-ジス患者末梢血 リンパ球の免疫グロブリン産生能,第29回日本

アレルギー学会総会,(昭54.9.28)

泉 孝英,長井苑子,杉之下俊彦 :ヒト血清中の免疫抑制作用物質に関する研究,(第7報)サルコイドージス

患者血清中の PFC-SFの臨床的意義一特に予後との関連性について,第29回日本アレルギー学会総会,(昭54.

9.26)

〔誌 上 発 表〕

篠田正昭,能見伸八郎,岩井和郎,泉 孝英 :乳腺サルコイドと考えられた1例,日本外科宝函48(3):404-

410,(昭54)

泉 孝英 :サルコイド-ジスの発症進展機構におけるpropionibacteriumの役割に関する基礎的研究.1)Pro･

pionibacterium のAdjuvant作用に関する研究.文部省特定研究 ｢難病｣粧,難病の発症機構に関する基礎的研

究,昭和53年度研究業績,p.319-322,(昭54年3月)

泉 孝英,長井苑子 :サルコイド-ジス患者血清中の免疫抑制作用物質の性状と作用機序,昭和52年度厚生省

特定疾患サルコイド-ジス調査研究社研究業績 p.129-138,(昭53.3)

北郷 修,泉 孝英他 :スイス抗原によるクベイム･テスト成績,昭和52年度厚生省特定疾患サルコイド-ジ

ス調査研究斑研究業績,p.164-165,(昭53.3)

山木戸道郎,泉 孝英他 :重症肺サルコイド-ジスの臨床像,昭和52年度厚生省特定疾患調査研究班研究業績,

p.215-226,(昭53.3)

泉 孝英他 :急性発症 (特にErythemanodosum)症例の予後,昭52和年度厚生省特定疾患サルコイド-ジス

調査研究粧研究業績,p.245-249,(昭53.3)

6. 肺線維症,間質性肺炎に関する研究

〔研 究 会 発 表⊃

泉 孝英,平田健堆 :Fibrosingalveolitis症例 リンパ球の免疫グロブリン産生機構に関する研究,厚生省特定

疾患肺線維症調査研究班班会議,(昭54.2.9)

〔誌 上 発 表〕

泉 孝英,平田健堆 :Fibrosingalveolitis症例 1)ンパ球の免疫グロブリン産生機構に関する研究,厚生省特定

疾患肺線維症調査研究斑昭和53年度研究報告書 p.123-125,(昭54.3)

7. 産業性肺疾患に関する研究

〔学 会 発 表⊃

北市正則,平田健堆,西川伸一,泉 孝英 :慢性ベリリウム肺に関する研究 (第4報)慢性ベリリウム肺10症

例の臨床所見と経過,第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54･4･3.東京)

Izumi,T"Oshima.S.etal.: Anexperienceofthetreatmentofchronicberylliumdisease.9thAsianConfe･

fenceonOccupationalHealth,Seoul(1979･10･25)

Inui,S.,Izumi,T.etal.: SilicosisfromthemlnlngandprocesslngOfwhetstone.9thAsianConferenceon

OccupationalHealth,Seoul(1979.lot26)

8. その他の肺および呼吸器疾患についての研究

〔学会 ･研究会発表〕

藤村直樹,泉 孝英,小原幸信,大島駿作 :要望課題.ツベリクリン反応一最近の課題各種肺疾患におけるツ

ベリク1)ン反応一特にツベルクリン反応陰性率に関する検討,第54回日本結核病学会総会,(昭54.4.5)
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平田健雄,西川伸一,泉 孝英 :びまん性汎細気管支症例における末梢血 リンパ球の免疫グロブリン産生異常

とその機序の解析,第19回日本胸部疾患学会総会 (昭54.4.3)

泉 孝英 :肺における免疫反応,第4回過敏性肺炎検討委員会 (昭54.10.29)

Izumi,T.,Fujimura,N.:Thefrequencyoftuberculinnegativereactorsinvariouslungdiseases-asonetest

fordifferentialdiagnosis. VI.AsiaPacificCongressonDiseaseoftheChest.Bombay(1979･11･19)

大島駿作,満安清孝 :閉塞性肺疾患と喫煙との関係に及ぼす内的素因の影響に関する研究,α-アンチ トリプシ

ン欠損症について,第22回喫煙と健康に関する委託研究会発表会,(1979年7月6日)

中井栄一,浅本 仁,古田睦広,北市正則,徐 航霜 :｢フリーズフラクチャー法による正常マウス肺組織の

超微細構造の観察｣,第68回日本病理学会総会,(昭54.4東京)

松村理司,青木 稔,松延政一,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝,北市正則 :｢いわゆる肺胞上皮癌のX線像

について｣,第30回肺癌学会関西支部会,(昭54.2大津)

本田和徳,北市正則,佐藤等彦,泉 孝英,小原幸信,大島駿作 :｢肺野に孤立性小型陰影を呈した症例につ
いての検討一特に肺野小型肺癌との鑑別について｣第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54.4東京)

〔誌 上 発 表〕

泉 孝英 :外因性アレルギー性肺胞炎について,昭和52年度厚生省特定疾患サルコイド-ジス調査研究粧研究

業鰭P.251-252,(昭53.3)

平田健雄,西川伸一,泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎の免疫学的孝察,日本胸部臨床,38;90,(昭54)

門 政男,北市正則,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,浅本 仁,尾崎元昭 :肺癌,肺結核,癒症例におけ

る PHA皮内反応の検討,京大胸部研紀要,第12巻,p.28-35 (昭54.3)

中井栄一,浅本 仁,古田陸広,北市正則,徐 航宥 :フ))-ズフラクチャ-法による正常マウス肺組織の超

微細構造の観察,日本病理学会会誌,第68巻,p･203,(昭54･)

9. 症 例 報 告

平田健雄,北市正則,

北市正則,満安清孝,

(昭54.7.28)

平田健雄,北市正則,

(昭54.12.1大阪)

満安清孝,北市正則,

日本胸部疾患学会総会,

北市正則,鈴木康弘,

【こ学会 ･研究会報告〕

泉 孝英 :DIPと思われる1症例,第6回びまん性肺疾患研究会,(昭54.7.28)

泉 孝英 :閉塞性障害を呈したびまん性肺疾患の1例,第 6回びまん性肺疾患研究会,

泉 孝英 :緩徐な経過をとったびまん性肺疾患の1例,第 7回ひまん性肺疾患研究会,

門 政男,泉 孝英,大島駿作 :金製剤使用中に発症した間質性肺炎の1症例,第19回

(昭54.4.4東京)

和田洋己,中井栄一,古田睦広 :PulmonaryBlastomaを思わせた1手術例,第68回日

本病理学会総会,(昭54.4東京)

北市正則,鈴木康弘,和田洋己,中井栄一,古田睦広 :肺腫場の1手術例,近畿病理某談会 (わからん会),

(昭54.1大阪)

藤田洋一,藤井宏一,大嶋雅美,林 英夫,北市正則 :間質性肺炎を考えた2症例,第 5回びまん性肺疾患研

究会,(昭54.2大阪)

坪井裕志,市谷迫堆,弘野慶次郎,田中豊子,北市正則 :胸部レ線上,びまん性陰影と胸水貯留がみられた1

例,第7回びまん性肺疾患研究会,(昭54.12大阪)

北市正則,平田健雄,泉 孝英 :扇腺混合型肺癌の合併をみた UIPの-剖検例,第21回肺線維症研究会,(昭

54.11東京)

松井祐佐公,小原幸信,大島駿作 :胸水貯留で始まった悪性中皮腫の一例,日本内科学会近畿地方会,(昭54.

7)
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本田和徳,藤村直樹,満安清孝,北市正則,門 政男,大島駿作 :原発性肺癌を疑った上顎癌気管支粘膜下転

移 (Endobronchialmetastasis)の1例,第11回近畿気管支鏡懇話会,(昭54.9)

古川福実,

橋本圭司,

の1手術例,

坪井裕志,

近畿地方会,

大成功一,

本田和徳 :癌性胸膜炎を伴った腰部基底細胞癌,第238回日本皮膚科学会大阪地方会,(昭54.10)

松井祐佐公,北市正則,大島駿作,田中 晋 :長期経過をたどった Mucoidimpactionofbronchus

第98回日本内科学会近畿地方会,(昭54.6和歌山)

弘野慶次郎,市谷迫雄,田中豊子,北市正則 :びまん性肺疾患の1症例,第15回日本胸部疾患学会

(昭54.10大阪).

太田邦夫,浅井信明,加藤幹生,佐川弥之助,北市正則,竹田俊男 :肺内皮様嚢腫からの悪性化が

疑われた肺癌の1例,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.10大阪)

〔誌 上 発 表〕

北市正則,鈴木康弘,和田洋己,中井栄一,古田陸広 :PulmonaryBlastomaを思わせた1手術例,日本病理

学会会誌,第68巻,212,(昭54)

門 政男,西川伸一,大島駿作,杉本幾久雄 :結核性胸膜炎の治療中に発生したカンジダ肺炎の1症例,結核,

54,407,1979.

10. そ の 他

〔学会 ･研究会発表⊃

藤村直樹,泉 孝英,大島駿作 :RFPの免疫抑制作用について,第42回実験結核研究会総会,(昭54.4.4)

泉 孝英 :シンポジウム,RFPの作用動態.Ⅰ.免疫抑制作用の面から,第54回日本結核病学会総会,(昭54.

4.5)

岩城和男,泉 孝英 他 :脳疾患患者血清の免疫抑制作用に関する研究(第1報)各種脳疾患患者血清のSRBC

に対する IgM･PFC産生抑制作用,第7回日本臨床免疫学会, ワークショップ13免疫からみた神経疾患,(昭

54.6.28)

〔総 説〕

泉 孝英,西川伸一,平田健雄 :肺疾患と HLA,厚生省特定疾患,肺線維症調査研究班昭和52年度研究報告

書,肺線維症の成因,治療及び予防に関する研究,p.86-88(昭53.3)

泉 孝英 ,西川伸一,平田健堆 :微生物による免疫反応のregulation-特にMicroorganism,microbialproduct

のpolyclonalB-cellactivator作用,最新医学34.(12):2560-2567,1979.

泉 孝英 :サルコイド～ジスと細胞性免疫,臨床科学,15(8);p.897-906,1979.

大島駿作,木野稔也,松井祐佐公,川上一郎,中島道郎 :結合織病に伴う肺病変,周辺疾患との関連一過敏性

肺臓炎,現代医療,ll,1045,(1979)

大島駿作 :呼吸器系と老化 (論説),日本胸部疾患学会誌,17,519,(1979)

大島駿作,木野稔也,松井祐佐公,平田健雄,北市正則 :診療の進歩,節,現代医療,第11巻,p.289-295,

1979.

〔分 担 執 筆〕

泉 孝英 :岡安大仁,岩崎 栄編 呼吸器病ケーススタディ,50例のPO研修,医学書院,東京,1979.

症例5･-関節リウマチにて治療中,高熱と咳を訴えた女性 p.21.

症例20-10年来肺結核の治療を受けていたのにかかわらず,咲,呼吸困難がしだいに増加してきた男性.p.100.

症例21-粟粒結核と診断され,治療開始1カ月後に自覚症状の増悪と自然気胸を来した女性,p･105･

症例34-集団検診にてびまん性粟粒様陰影を発見された女性,p･173･

泉 孝英 :大島駿作,佐川弥之助,寺松孝,前川暢夫編 呼吸器病学 金芳堂,京都,1979 Ⅱ編 症候と診

断 7章 血液検査,化学検査及び免疫学的検査 3.免疫学的検査,p.132-135, Ⅳ編各論,6章 免疫学的肺
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疾患 p.322-348 7章 産業性肺疾患 p.349-364 11章 薬剤による肺疾患 p.429-434

泉 孝英 :村尾誠,滝沢敬夫編 図説臨床内科講座第8巻呼吸器[2],メジカルビュー社,東京,1979.サル

コイド-ジス,p.210-219

泉 孝英,平田健雄 :鎮目和夫,石川 誠,鈴木秀郎,和田 功,土屋雅春,国府達郎編 新内科学大系28B,

呼吸器疾患Ⅲb,中山書店,東京,1979.腰原病に伴う肺線維症,p.125-150.

泉 孝英 :Wegener肉芽腫症,石山俊次,日野原重明,阿部正和編,今日の治療指針,医学書院,東京.p.

444-445.

泉 孝英 :サルコイド-ジス研究協議会,三上理一郎,細田 裕,岩井和郎,泉孝英編,サルコイド-ジス,

東大出版会,東京,1979. 第3部 サルコイド-ジスとは,第 3章 免疫異常 1.概論 p.289-292,2.細胞

性免疫 p.293-303,4.クベイム反応 C.invitroのクベイム反応 p.313-314,a.クベイム反応の機序 p.314-

315,e.クローン病とクベイム反応 p.3151316,第4部 診断の実録,第2章 臨床検査,4.尿検査 p.359,

5.血液検査 p.359-361,8.皮膚反応 a.ツベルクリン反応 p.377-379.第6部 サルコイドージスの本態,

第4章 病因論 3.免疫学的立場から-サルコイド～ジスの発生機序に関する免疫学的仮説,p.566-572, 節

7部 興味ある症例,第1章 非定型的な胸部Ⅹ線像, [1]縦隔リンパ節のみの腫脹 p.584-585,第 2章 サ

ルコイド-ジスの経過の諸相,[2]肺門リンパ節腫脹と肺野病変の自然消失例 p.606-607

木野稔也 :9.リンパ球機能検査,第2章 臨床検査,サルコイド-ジス (日本サルコイドージス研究協議全

編),東京大学出版会,p.381,1979

木野稔也 :2.妊娠と経過,第 8童 経過と予後,サルコイド-ジス (日本サルコイド-ジス研究協議会編),

東京大学出版会,p.458,1979.

木野稔也 :1.気管支嘱息,第 6童 免疫学的肺疾患,呼吸器病学(京都大学結核胸部疾患研究所編),金芳堂,

p.314,1979.

木野稔也 :第9章 その他の気管支 ･肺疾患,呼吸器病学(京都大学結核胸部疾患研究所編),金芳堂,p.403,

1979.

〔講 演 会〕

泉 孝英 :癌患者血清の免疫抑制作用を用いた肺癌の血清学的診断の試み,昭和53年度結核胸部疾患研究所講

演会,(昭54.1.27)

泉 孝夫 :肺疾患の鑑別と臨床検査,静岡県西部呼吸器談話会,(昭54.9.13浜松)

大島駿作 :肺癌の臨床,香川県呼吸器疾患談話会,(1979年7月14日)

門 政男 :TransbronchialLungliiopsyについて,香川県内科医会呼吸器談話会 (昭54.6)

Oshima,S･,Matsui,Y･:StudiesonLIFandMIFinguineaPlgS,BowmanGraySchoolofMedicine,October,

1979,U.S.A.,

大島駿作 :気管支嘱息,中華医学会 (1979年5月7日,北京)

胸 部 外 科 学 部 門

1. 腫

福田治男,

松村理司,

伊藤元彦,

松村理司,

寺松 孝,

官本茂充,

〔誌 上 発 表〕

T,

伊藤元彦 :アミラーゼ産生肺癌の研究,京大胸部研紀要12(1.2),1979.

伊藤元彦 :肺癌のレントゲン像(10)撒布像,総合臨床28(1),1979.

松村理司 :肺癌のレントゲン像(ll)肺門部早期癌,総合臨床28(2),1979.

伊藤元彦 :肺癌のレントゲン像(12)いわゆる気管支腺腫のⅩ線像,総合臨床28(3),1979.

伊藤元彦,他5:肺癌に対するlimitedoperation,日本胸部臨床38(3),1979.

滝俊彦,桑原正喜,ニッ矢義一,松原義人,二宮和子,甲斐隆義,池田貞雄,若林陽夫 :縦隔鏡検
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査で診断がついた上部食道平滑筋腫の一例,胸部外科32(3).1979.

松原義人,船津武志,畠中陸郎,桑原正喜,滝俊彦,宮本好博,宮本茂充,二宮和子,池田貞雄,甲斐隆義 :

縦隔鏡検査からの検討ならびにリンパ節における腰痛特異抗体の検索,胸部外科32(7),1979.

玉田二郎 :カンファレンス 末期癌患者に関する諸問題3.肺癌とDIC,関西電力病院医学雑誌11(1),1979･

二宮和子,松原義人,桑原正喜,宮本好博,宮本茂充,ニッ矢義一,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌の

多剤併用化学療法 (FUMCET),癌と化学療法6(2),1979.

宮本茂充,池田貞雄,二宮和子,宮本好博,桑原正博,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎 :末期肺癌患者にお

ける癌性疹痛の対策-BromptonMixtureの効果-,日本癒治療学会雑誌14(6),1979.

北野司久,杉山正敏,高嶋義光,光岡明夫,青木稔,長瀬千秋 :Nu-マウスを用いる制癌剤感受性検査法 (罪

2報)Cyclophosphamideを中心にして,最近医学34:1356-1361,1979.

加藤 譲,早稲田則雄,井村裕夫,倉田昌彦 :ヒト乳癌の細胞質および核内エストロゲン受容体ならびに形質

膜プロラクチン受容について,ホルモンと臨床27:851-856,19769.

中路忠司,伊東政敏,他 :癌性胸膜炎に対する治療経験,日本胸部臨床38:75,1979.

服部正次,伊藤元彦はか :腺癌の組織亜型分類別および分化度別にみた術後成績,肺癌9(4),361,1979.

2.胸 腺,免 疫

AkioMitsuoka,ShigeruMorikawa,MitsuoBaba,andTakayukiHarada: Cyclophosphamideeliminates

suppressorT-cellsinage-associatedcentralregulationofdelayedhypersensitivityinmice,J･Exp･Med･149:

1018-1028,1979.

3. 結 核

生嶋宏彦,安倍隆二 :結核性膿胸に対する開放療法の適応,結核54(2):85-88,1979.

4. 人 工 材 料

寺松 孝 :医用高分子のバイオプラスティックス,第20回日本医学会総会会誌 :2159-2162,1979.

渡部 智,清水慶彦,寺松 孝,他 3名 :ウロキナーゼ固定化-コラーゲン被覆合成高分子について,人工臓

器8:218,1979.

寺松 孝 :日本人工臓器学会-の一会員からの提言,人工臓器8(5):489,1979.

加藤弘文,松延政一,清水慶彦,寺松 孝,他 2名 :新医用材料 polyvinyl･alcohoLsilica複合体 (第2報)一

組織適合性について-,人工臓器8(2):255-258,1979.

渡部 智,清水慶彦,寺松 孝,他2名 :機能性医用材料としての酵素の固定化,第 1回バイオマテリアル学

会大会論文集 :17,1979.

寺松 孝,清水慶彦,加藤弘文,玉田二郎,岡村誠三 :生体高分子と合成高分子との複合による医用材料の開

発及び改良に関する研究,文部省科学研究費補助金による研究成果報告書 :1979.

寺松 孝 :医用高分子材料と生体軟組織との適合性の研究一各種素材の生体軟組級-の親和適合性とそれらの

臨床応用に関する研究,文部省特定研究医用高分子材料に関する基礎的研究 成果報告Ⅲ :53-57,1979.

寺松 孝 :医用高分子材料と生体軟組織との適合性の研究.文部省特定研究 医用高分子材料に関する基礎的

研究 研究概要報告書(6):19-20,1979.

寺松 孝 :これからの医用高分子,文部省特定研究医用高分子材料に関する基礎的研究研究概要報告書(5):

39-41,1979.

Y･ShimizuJS･MatsunobeIH･YamamotoJT･TeramatsuJS･OkamuraandT･Hino: Studyoncompositesof

collagenandsyntheticploymer,ArtificialOrgans2(Suppl):81-83,1978.

Y･ShimizuJY･Miyamoto,T･Teramatsu,S･Okamura,andT･Hino: Studyoncompositesofcollagenand

syntheticpolymer･Secondreport-Modeofreactionofalaminarcompositewithlivingtissue,andresultsof

long-termimplantation,Biomat･,Med.,Dev.,Art.Org.,6(4):375-391,1978.
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Y･Shimizu,Y･Miyamoto,H･Kato,T･Teramatsu: Physiologicalfunctionoftracheaafterreconstructive

trachealsurgeryusingartificialmaterials:Bronchoscopy-WCBl.211-213,1979.

5. 心 ･血 管

加藤 洋,庄村東洋,吉栖正之,他 6名 :仮性心室癖の診断における超音波検査法と心プールスキャン,呼吸

と循琵27(2);77,1979.

山家 武,庄村東洋,吉栖正之,他 5名 :Porcinexenograftによる弁置換の成績特に術後血行動態的検討,

日本心臓血管外科学会雑誌8(3):233,1978.

庄村東洋,吉栖正之,他6名 :心筋梗塞およびその合併症に対する手術一心室癌切除術の効果と予後について

-,日本心臓血管外科学会雑誌8(3):271,1978.

山家 武,庄村東洋,吉栖正之,他13名 :三心房心の1手術治験例,胸部外科32(2):132,1979.

重松陽介,庄村東洋,吉栖正之,他8名 :総肺静脈還流異常 cardiactypeの術前術後の血行動態の検討,心臓

9(ll);989,1977.

奥町富久丸,庄村東洋,吉栖正之,他11名 :超音波断層図による肺動脈弁沈費の診断,JournalofCardiography

9(2):279,1979.

KunizoBaba,TakashiFukaya,YasuhikoTomita,MasayukiYoshizumilChuzoMori: ConputerizedECG

AnalysisinCardiovascularSurgeryofElementarySchoolPupils,JapaneseCirculationJournal42(1):53,1978･

野々山明,伊東政敏,他 :心 ･大血管奇型を伴う異型左鎖骨下動脈の乳児期 2手術例,日本胸部外科学会雑誌

27:1319,1979.

6. -般胸部疾患,他

寺松 孝 :分担執筆 :第6章呼吸器の外科Ⅲ手術々式,Ⅶ気管,気管支,Ⅷ気管支,節,13-1,肺結核,外科

学各論,南江堂,1979･

山本博昭 :分担執筆 :第6章呼吸器の外科Ⅴ胸郭,胸壁および横隔膜, Ⅵ胸膜の疾患,外科学各論,南江堂,

1979.

伊藤元彦 :分担執筆 :第6章呼吸器の外科Ⅷ気管支,肺,A.構造の異常とそれに基づく疾患,B-2,炎症,

C-4.腫癌,外科学各論,1979.

寺松 孝 :分担執筆 :呼吸器病学,金芳堂,1979.

伊藤元彦 :分担執筆 :同上

山本博昭 :分担執筆 :同上

加藤弘文,寺松 孝 :分担執筆 :臨床編-肺･縦隔手術における術後代謝-,苦竹 毅編集術後代謝の基礎と

臨床,真興交易医書出版部,581,1979.

伊藤元彦,青木 稔 :気管,気管支腺の機能と構造,日本胸部臨床38(8):581,ユ979.

梅田文一,庄村東洋,吉栖正之,他8名 :外傷性縦隔血腫の1例, 日本胸部疾患学会雑誌17(5):321-325,

1979.

寺松 孝 :胸腔 ドレナージ (肺縦隔手術後の ドレナージ),手術33(ll):1265-1273,1979･

山本博昭,松谷之義,青木 稔,松本守海 :自然気胸の治療法としての同時両側開胸術,胸部外科32:193,

1979.

人見滋樹,前里和夫,カレッド･レシャード,池田貞雄,船津武志,甲斐隆義 :特集胸部疾患の非観血的診断

Ⅰ 胸腔造影法一術前検査として-,胸部外科32(10):753-759,1979.

カレッド･レシャード,人見滋樹,前里和夫 :特集胸部疾患の非観血的診断 Ⅰ自然気胸や胸膜炎に対する胸膜

癒着術の効果判定のための胸腔造影の意義,胸部外科32(10):760-764,1979.

田中 寛,倉田昌彦,宮田仁 :縦隔疾患の CTスキャン,臨床放射線24(1,2):1-5,1979.

畠中陸郎,小鯖 覚,宮本好博,官本茂充,ニッ矢義一,松原義人,船津武志,二宮和子,池田貞雄 :呼吸器

疾患におけるセロスリン@の使用経験一第 1報基礎的検討,第 2報臨床的検討-,診療と新薬16(10),1979.
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玉田二郎,寺松孝 :胸水-その診断と治療,薬局39(8),1979.

山本博昭,松谷之義,青木 稔,松本守海 :横隔膜の挙上と胸郭の縮小術一膿胸膝を縮小するための試み-,

共済医報28(2):30,1979.

山本博昭 :あなたの質問にお答えします,川畑愛義監修(9),日本学校保健研修社 :161-166,167-173,1979.

北野司久 :チェスト･カンファレンス近況,奈良県医師新報12:8-10,1979.

Motohikolto,HaruoFuknda,YukioSuzuki,TakayukiHarada,andShigeruMorikawa: Immunohistoche-

micallocalizationoflactatedehydrogenasesubunitsinporcineliver,EffectofFixativesonDetectionofSpeci丘c

Fluorescence,ShimaneJ.Med.Sci.,2:25,1978.

YoshioOkada,MotohikoIto,andChuzoNagaishi: Anatomicalstudyofpulmonarylymphatics,Ⅰ.ymphology

12(3):118,1979･

〔学 会 発 表〕

1. 腫 妨

玉田二郎,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :Mucoepidermoidtumorの2例,第30回肺癌学会関西支部会,(昭

54.2)

立石昭三 :肺癌とブラ,第30回肺癌学会関西支部会,(昭54.2)

藤田正憲,宝木 仁,倉田昌彦,岡田英彦,柿本祥太郎,本田裕宏 :肺腺癌の臨床像について,第30回肺癌学

会関西支部会,(昭54.2)

長瀬千秋,高嶋義光,光岡明夫,宮林美福,北野司久 :最近経験した肺過誤腫の3治験例,第30回肺癌学会関

西支部会,(昭54.2)

杉山正敏,後藤光良,高嶋義光,光岡明夫,長瀬千秋,北野司久 :ヌードマウス移植人肺癌を用いた制癌剤感

受性テスト(invivo)の基礎的検討,第30回肺癌学会関西部支会,(昭54.2)

黒田 昭,庄村東洋,吉栖正之,披多信 :① 肺乳頭腫の-症例,㊥ 同一病巣に肺癌と肺結核の混在した-症

例,第30回肺癌学会関西支部会,(昭54.2)

桑原正喜,官本茂充,宮本好博,滝俊彦,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄,

高橋清之 :多量の胸水貯留をきたLPalliativeperietalpleurectomyが奏功したリンパ肉腫の一例,第30回肺癌学

会関西支部会,(昭54.2)

二宮和子,宮本好博,宮本茂充,滝 俊彦,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎,桑原正喜,船津武志,池田貞

樵 :高 Ca血症を伴った肺癌3例,第30回肺癌学会関西支部会,(昭54.2)

宮本茂充,宮本好博,桑原正喜,滝 俊彦,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞

雄,田沢勲 :肺癌患者と類白血病反応,第30回肺癌学会関西支部会,(昭54.2)

宮本好博,官本茂充,桑原正喜,ニッ矢義一,松原義人,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :縦隔リ

ンパ節の Sarcoidreactionを伴った肺癌の2症例,第30回肺癌学会関西支部会,(昭54.2)

玉田二郎 :肺癌早期発見における高危険群とそのスクリーニング法の向上に関する研究,53年度ハイリスクグ

ループ実検報告,厚生省がん研究成毛班第 1回班会議,(昭54.2)

岡田英彦,倉田昌彦,他 2名 :甲状腺京平上皮癌の1剖検例,20回京都内分泌同好会, (昭54.3)

彦,寺松 孝 :肺癌の領域 リンパ節における腫癌特異抗体の検索,第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54.4)

宮本茂充,池田貞雄,宮本好博,桑原正喜,目ツ矢義一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志 :肺癌患

者における異所性 ACTH とα1Antitrypsin,第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54.4)

玉田二郎,松村理司,加藤弘文,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :気管支腺腫癌の臨床,病理学的

検討,第22回日本胸部外科学会関西支部会地方会,(昭54.4)

前里和夫,人見滋樹,カレッド･レシャード,他2名 :多発した肺硬化性血管腫の1治験例,第22回日本胸部

外科学会関西地方会,(昭54,4)

伊東政敏,他3名 :肺癌手術例の検討,特に高齢者について,第22回日本胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)
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宮本好博,他9名 :胸部異常陰影で発見された悪性 リンパ腫 4例,第22回胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

北野司久,光岡明夫,長瀬千秋 :縦隔腫療43例の手術経験,第22回胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

北野司久,高嶋義光,光岡明夫,長瀬千秋 :制癌剤感受性試験法の開発,第22回胸部外科学会関西地方会,(昭

54.4)

岡田英彦,倉田昌彦 他 4名 :縦隔形質細胞腫の1例,第22回胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

岡田英彦,倉田昌彦,柿木祥太郎,西谷裕,松谷之義 :重症筋無力症の胸腺摘出手術における頚部,縦隔脂肪

組織郭清の意義一特に抗 Ach受容体抗体との関連について,第22回胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

柿木祥太郎,岡田英彦,倉田昌彦 :肺平滑筋肉腫の1例,第125回近畿外科学会,(昭54.5)

宮本茂充,畠中陸郎,宮木好博,桑原正喜,ニッ矢義一,滝 俊彦,松原義人,二宮和子,船津武志,池田良

雄 :多発性にみられた肺の軟骨性過捌 乳 第125Ln]近畿外科学会,(昭54..5)

光岡 明夫,長融千秋,北野司久 :胸艇内ニューロブラス トーマの1治験例,第125回近畿外科学会,(昭54.5)

岡本交二,庄村東洋,吉栖正之 :いわゆる肺胞上皮癌の1早期手術例,第125回近畿外科学会,(昭54･5)

伊藤元彦,和田洋己,玉田二郎,松村理司,青木 稔,高嶋義光,寺松 孝 :肺癌治療における組織学的細分

類の意義,第79回E]本外科学会総会,(昭54.5)

岡田英彦,倉田昌彦,中島広明,柿木祥太郎,早稲田則雄,加藤 譲 :乳癌組織のホルモンレセプターと関連凶

子ならびにホルモン治療の効果について :第79回日本外科学会総会,(昭54.5)

伊藤元彦,光岡明夫,和田洋己,寺松 孝 :･ヒト胸腺腫のヌー ドマウス移植と,ヌー ドマウスにおける抗体産

/圭について,第7回日本臨床免疫学会総会,(昭54.5)

山中 晃, 中納誠也,井上律子,中林君美 :結腸癌,乳癌の既往を有する肺癌の-症例,第34回中部肺癌学

会,(昭54.6)

北野司久,光岡明夫 :制癌剤感受性テス トの検討-microcolonyinhibitir)ntestを中心にして,厚生省下里研究

班,(昭54.6)

伊藤元彦 :手術に併用する免疫化学療法,厚生省がん研究服部班,(昭54.6)

玉田二郎,伊藤元彦 :肺門部早期癌の非観血的治療の可能性を示唆する-症例について,厚生省がん研究服部

班,(昭54.6)

佐藤新太郎,安湘義男 :早期肺腺癌の 1例,肺癌学会近畿地方会,(昭54.6)

伊藤元彦,高嶋義光,玉田二郎,青木 稔,寺松 孝 :切除後 5年以上生存した肺巨細胞癌の2例,第31回目

木肺癌学会関西地方会,(昭54.7)

玉田二郎,加藤弘文,松村理司,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :放射線治療に合併 した気胸,第31回肺癌学

会関西支部会,(昭54.7)

官本茂充,小鯖 覚,宮本好博,畠中陸郎,ニッ矢義一,滝 俊彦,松原義人,二宮和子,船津武志,池田良

雄,高橋浩之 :縦隔に発生 した (lTerm Cellturnorの1例,第31回肺癌学会関西支部会,(昭54.7)

島中陸郎,小鰭 覚,宮本好博,官本茂充,ニッ矢義一,滝 俊彦,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞

樵 :気管悪性腫疫に対する外科療法,第31回肺癌学会関西支部会,(昭54.7)

北野司久,宮本好博,光岡明夫,長瀬千秋 :Nu-マウスに移植されたヒト師腰湯の発育動態,肺癌学会関西支

部会,(昭54.7)

前里和夫,人見滋樹,カレッド･レシャー ド,橋本隆治 :肺癌による拙牲痩痛に対する 60Co治療の効果,節

31回肺癌学会関西支部会,(昭54.7)

人見滋樹,前里和夫,カレッド･レシャー ド:肺癌の放射線療法,化学療法中にみられた白血球減少性感染症

に対する病室清浄化の効果,第31回肺癌学会関西支部会,(昭54.7)

岡田英彦,倉田昌彦,柿本祥太郎,宝木 仁,藤田正憲,本田裕宏 :肺原発細網肉腫の1例,第31回肺癌学会

関西支部会,(昭54.7)

SadaoIkeda,YoshitoMatsubara,MasayoshiKuwabara:Tumor-specificAntigenofLungCancerTissues,.

WHOICOLLABORATIVEStudyonLungTumorAsso(二iatedAntigens,(昭54.9)
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北野司久,光岡明夫,

早稲田則雄,加藤譲,

容体の新しい交換測定,

松原義人,桑原正喜,

第38回日本癌学会総会,

桑原正喜,池田貞雄,

癌学会総会,(昭54.9)

京大胸部研紀要 第13巻 第 1,2号

長瀬千秋 :制癌剤感受性 (invivo)テス トの検討,第38回日本癌学会総会,(昭54.9)

井村裕夫,倉田昌彦 :-イドロオキシアパタイ トを用いたヒト乳がんのエス トロゲン変

(昭54.9)

池田貞雄,伊藤元彦,寺松 孝 :肺癌患者の領域 リンパ節における腫癌特異抗体の検索,

(昭54.9)

松原義人,伊藤元彦,寺松 孝 :腫癌特異抗原による肺癌患者の皮内反応,第38回日本

伊東政敏,他8名 :高齢者 (70才以上)肺癌切除例の検討,第20回日本肺癌学会,(昭54.9)

光岡明夫,官本好博,北野司久 :肺癌症例に対するCyclophosphamide療法一血中活性化物質測定の意義につ

いて,第20回日本肺癌学会,(昭54.9)

北野司久,宮本好博,光岡明夫,宮林美福,高嶋義光,弘野広次郎,市谷迫推 :肺癌における TumorAssoci-

atedAntigenの臨床的意義,第20回日本肺癌学会,(昭54.9)

玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :Ethyl-Stains-Allによる肺腺癌の検討,第20回日本肺癌学会,(昭54･9)

前里和夫,人見滋樹,カレッド･レシャード,橋本隆治 :肺癌と消化器癌の癌性療病に対する 60Co治療の効

果,第20回日本肺癌学会,(昭54.9)

高嶋義光,青木 稔,松延政一,玉田二郎,渡部 智,加藤弘文,和田洋巳,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝

:再発肺癌に対する再切除術,第20回日本肺癌学会,(昭54.9)

青木 稔,高嶋義光,松村理司,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :肺巨細胞癌切除例の臨床的ならびに病理学

的検討,第20回日本肺癌学会,(昭54.9)

畠中陸郎,小鮪覚,宮本好博,宮本茂充,滝 俊彦,ニッ矢義一,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄

:気管癌の治療の問題点,第20回日本肺癌学会,(昭54.9)

宮本茂充,池田貞雄,小鯖 覚,宮本好博,滝俊彦,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎 :肺癌患者における異

所性 ACTH と α1Antitrypsin,第20回日本肺癌学会,(昭54.9)

倉田昌彦,岡田英彦,柿本祥太郎,永見義隆,基本 仁,藤田正憲, 田辺正也, 田中 寛 :悪性縦隔膜癌の

CTスキャンー特に肺癌の縦隔,肺門転移について-,第20回日本肺癌学会,(昭54.9)

二宮和子,池田貞雄,宮本茂充,小鯖 覚,宮本好博,桑原正喜,滝 俊彦,ニッ矢義一,畠中陸郎,松原義

人,船津武志 :末期肺癌の癌性疹痛-の対策-Bromptonmixtureの効果-,第17回日本癌治療学会総会, (昭

54.9)

北野司久,高嶋義光,光岡明夫 :担癌生体の免疫反応(5),Melanomaに対する免疫療法について,第17回日

本癌治療学会総会,(昭54.9)

杉山政敏,後藤光良,光岡明夫,長瀬千秋,北野司久 :ヌー ドマウス移植人肺癌を用いた実験的化学療法 (節

2報),第17回日本癌治療学会総会,(昭54.9)

北野司久,光岡明夫 :Nu→マウスを用いる制癌剤感受性検査法 (第3報),制癌剤適応研究会,(昭54.9)

佐藤新太郎,安湘義男,和濁秀俊 :肺癌診断法としての細胞診とCEA,国立病院療養所総合医学会シンポジ

ウム肺癌診断法,(昭54.10)

伊藤元彦,高嶋義光,光岡明夫,青木 稔,和田洋己,玉田二郎,寺松 孝 :HCG.,AFP.産生縦隔germcell

tumorのヌー ドマウス移植とヌードマウスにおけるHCG.,AFP.の産生,第38回日本癌学会総会,(昭54.10)

玉田二郎 :早期肺癌症例報告,Ethyl-Stains-All法の暗疾細胞診-の応用について,厚生省がん研究成毛班第

2回粧会議,(昭54.ll)

野々山明,伊東政敏,他 7名 :原発性肺癌の手術成績の検討,ことに術後早期死亡例の分析と術前肺機能との

関係について,号第32回日本胸部外科学会総会,(昭54.ll)

宮本好博,他10名 :肺癌における縦隔鏡検査の検討,第32回日本胸部外科学会総会,(昭54.ll)

伊藤元彦,青木 稔,渡部 智,玉田二郎,和田洋巳,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝 :進行肺癌に対する外

科的治療の成績,第32回日本胸部外科学会総会,(昭54.ll)

伊藤元彦,高嶋義光,青木 稔,玉田二郎,和田洋巳,寺松 孝 :ヌー ドマウス移植による胸腺腫の研究,節
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32回日本胸部外科学会総会,(昭54.ll)

和田洋己,松延政一,伊藤元彦 :浸潤性前縦隔腫疫に対する治療成績の分析,浸潤性縦隔腫癌の外科的治療と

遠隔成績,第32回日本胸部外科学会総会,シンポジウムⅢ,(昭54.ll)

llliromiWada,SeiichiMatsunobe,SeiichiTonomura,Motohikorto/.TakashiTeramatsu: Assessmentof

immunotherapyoflungcancerwiththestreptococcalpreparation,OK-432from theexperimentalandclinical

pointofview.VIASIAPACIFICCONGRF,SSON DISEASESONTHECHEST,(昭54.ll,Bomt)ay,Indial

TakashiTeramatsu,MotohikoIto,HiromiWada: LimitedSurgeryandAggressiveSurgeryofLungCancerl

VIA.P.C.D.C.,(昭54.ll)
MorihisaKitano,AkioMitsuoka,Tit-kiNag｡Se,: ClinicalSignifir∈lnCeOf('LlrCinoEmbryonicAntigeninlJung

C(lnCer,VIA.P.C.D.C.,(昭54.ll)

MasE-hikoKurata,HidehikoOkada,Zin Muromoto,M;lSaya Tanahe,HiroshiTanak<,: F･valui1ti,)n or

computedTomographyinMediastinalLymphNudeEnlargementCausedtJyMalignantMetastosis,VIA･P･C･

D.C.,(昭54.ll)

金城 明,和田洋巳,清水慶彦,牛田仲一,倉沢卓也,伊藤元彦,寺松 孝 :縦隔海綿状血管腫の一例,節

126回近畿外科学会,(昭54.ll)

小鯖 覚,宮本茂充,滝 俊彦,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :胸膜中皮腫の1手術

例,第126回近畿外科学会,(昭54.ll)

福山 守,庄村東洋,吉栖正之 :縦隔脂肪腫の1治験例,第126回近畿外科学会,(昭54.ll)

山中 晃,住友伸一,中納誠也,井上律子,中林君美 :神経性縦隔腫痴12例の検討,第36回日本胸部疾患学会

東海地方学会,(昭54.ll)

佐藤新太郎,安淵義男 :肺癌の診断と治療,肺切除3例の検討,滋賀県外科医会,(昭54.ll)

伊藤元彦 :肺癌切除例におけるFT-207,OK-432による最期維持療法の併用効果,厚生省がん研究服部班,(昭

54.12)

伊藤元彦 :前縦隔悪性腫疫の分類と治療,京阪神呼吸器談話会,(昭54.12)

北野司久,光岡明夫 :ヌードマウスに establishされた 2humantumorsの制癌剤感受性テストの成績及びそ

の臨床的応用,厚生省がん研究下里斑,(昭54.12)

2. 胸 腺,免 疫

和田洋己,松延政一,外村望一,伊藤元彦,寺松 孝 :溶連菌製剤 OK-432によるNATURAl.KILLER細

胞の誘導,第 7回日本臨床免疫学会,(昭54.5一)

寺松 孝 :胸腺-その基礎と臨床,第36回胸部疾患学会東海地方会特別講演,(昭54.ll)

3. 結 核

和田洋己,外相聖-,寺松 孝 :難治性慢性膿胸の治療計画について,第54回日本結核病学会総会,(昭54.)

中納誠也,小林君美,井上律子,山中 晃 :最近 7年間の膿胸の治療に対する検討,第53回日本結核病学会東

会地方学会,第35回日本胸部疾患学会東海地方学会,(昭54.6)

山本博昭 :宿題報告,膿胸治療の体系化,第28回共済医学会総会,(昭54.10)

平岩 卓,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,岡田賀二,秋山文弥 :近年経験した胸結核 5例,節

54回日本結核病学会東海地方会,(昭54.ll)

4. 人 工 材 料

寺松 孝 :医用高分子バイオプラスティックス,第20回医学会総会シンポジウム,(昭54.4)

S,Watanabe,H.Kato,Y.Shimizu,T.Teramatsu,J.Endo,T.Murachi,andT.Hino.･ Studiesoncollagen-

coatedsyntheticpolymercompos)'tecarrymglmmOt,ilizedenzyme,SecondAnnualMeetingoftheTnternation･rll

SocietyforArtiiicialOrgans,(昭54.4)
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Y.Shimizu,Y.Mivamoto,S.Watanabe,H.Kato,M.Matsumoto,T.Teramatsu,T.HinoandS.Okamura:

StudyonCompositeofcollagenandsyntheticpolymer,SecondAnnualMeetingoftheInternationalSocietyfわr

ArtificialOrgans,(昭54.4)

Y.Shimizu,M.Matsumoto,H.Kato,T.HinoandT.Teramatsu: Studyonthereconstructionofthechest

walldefect,VIAsiaPacificCongressonDiseasesoftheChest.(昭54.ll)

寺松 孝 :パネル討論,これからの医用高分子,文部省特定研究医用高分子材料に関する基礎的研究,第 5回

全体会議,(昭54.7)

渡部 智,清水慶彦,寺松 孝,村地 孝,日野常稔 :機能性医用材料としての酵素の固定化,第 1回バイオ

マテリアル学会大会,(昭54.9)

加藤弘文,松延政一,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :Polyviny1-alcohol-silicacompositeの血液適合性につい

て,第 1回バイオマテリアル学会大会,(昭54.9)

渡部 智,清水慶彦,寺松 孝,村地 孝,日野常稔 :抗菌性医用材料としての酵素卵白リゾチームまたはペ

プチド系抗生物質ポリミキシンBの固定化,第17回日本人工臓器学会大会,(昭54.ll)

松延政一,清水慶彦,宮本好博,加藤弘文,渡部智,和田洋巳,寺松 孝,他2名 :細胞培養法による合成高

分子材料の検定 (Ⅱ報)-グルタールアルデヒド架橋によるコラーゲン合成材料の検定-,第17回日本人工臓器

学会大会,(昭54.ll)

5. 心 ･血 管

中村隆澄,庄村東洋,吉栖正之ほか :PSを伴ったASDに対する外科治療,日本心臓血管外科学会,(昭54.2)

中村隆澄,庄村東洋,吉栖正之ほか :細菌性心内膜炎を合併した後天性弁膜疾患に対する手術,日本心臓血管

外科学会,(昭54.2)

田村康一,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,秋山文弥 :下肢動脈閉塞症例の外科的検討,第 111回静岡県外

科医全集談会,(昭54.3)

篠崎 拓,島本光臣,田村康一,上野陽一郎,秋山文弥 :腹部大動脈癌に対する代用血管置換術7例の治験,

第111回静岡県外科医会集談会,(昭54.3)

中納誠也,山中 晃,井上律子,小林君美 :僧帽弁交連切開術の適応について,第95回岐阜外科集談会,(昭

54.4)

辰己 学,吉栖正之ほか :両側腎血管高血圧症の2手術成功例-AI変換酵素阻害剤 SQ14225試用-,第14回

兵庫県腎臓研究会,(昭54.4)

秋山文弥 :シンポジウム "後天性弁膜症外科治療の現況と将来〝発言,第22回 日本胸部外科学会 関西地方会,

(昭54.4)

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,田村康一,秋山文弥 :左上肺静脈還流異常症の一例,第22回Ej本胸部外科

学会関西地方会,(昭54.4)

篠崎 拓,島本光臣,田村康一,上野陽一郎,秋山文弥 :連合弁膜症で僧帽弁狭窄症手術のみを行った症例の

遠隔成績と手術適応,第22回日本胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

岡本交二,庄村東洋,吉栖正之はか :Annulo-aorticectasiaの治療経験,第22回日本胸部外科学会関西地方会,

(昭54.4)

西内 素,庄村東洋,吉栖正之ほか :有脈性体外循環の研究,AVCO 社製 PulsatileBypassPumpによる血

行動態について,第22回日本胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

中村隆澄,庄村東洋,吉栖正之はか :再開心術の諸問題,第22回日本胸部外科学会地方会関西地方会,(昭54.

4)

宮本 覚,庄村東洋,吉栖正之ほか :乳幼児先天性心疾患に対する短絡手術の検討,第22回日本胸部外科学会

関西地方会,(昭54.4)

岡部 学,庄村東洋,吉栖正之ほか :両側腸骨動脈腎動脈バイパス術が奏効した腎血管性高血圧症の1手術例,

第125回近畿外科学会,(昭54.5)
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脈幹症 Ⅰ型の手術経験,第15回日本小児循環器研究会総会,(昭54.6)

宮本 覚,庄村東洋,吉楢正之ほか′′術後 LOSに対する IABPの効果とその限界,第79回日本外科学会総会,

(昭54.4)

山家 武,庄村東洋,吉栖正之ほか :Xenograftを1日いた僧帽弁置換術後の弁機能,第79回日本外科学会総会,

(昭54.5)

庄村東洋,吉栖正之ほか :急性呼吸不正及び悪性高体温症に対する股動静脈問バイパスを用いた補助循環の経

験,第8回膜型人工肺研究会,(昭54.6)

山岡誠二,吉栖正之ほか :イ削目弁扶翼の超音波像,第47回日本循環器学会近畿地方会総会,(昭54.6)

柳原晒二,庄村東洋,吉楢正之ほか :腔索断裂の超音波所見の多様性,第47回日本循環器学会近畿地方会総会,

(昭54.6)

庄村東洋,吉栖fE之ほか :特発性僧帽弁腔索断裂に対する外科的考察,第47回日本循環器学会近畿地方会総会,

(昭54.6)

中村隆澄,庄村東洋,吉栖正之ほか :完全型心内膜床欠損症に対するわれわれの弁葉中隔形成術について,節

47回日本循環器学会地方会総会,(昭54.6)

庄村東洋 :僧帽弁膜症に対する手術術式選択について,第 1回近畿臨床心臓病談話会,(昭54.7)

立道 活 :A-VMalformationの6症例,第 3回兵庫県血管外科研究会,(昭54.7)

島木光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,千原幸司,岡田腎二,平岩卓根,秋山文弥,泰江弘文,表信吾,滝沢明憲,

永尾正男 :心筋梗塞急性期に行なった緊急 A-Cバイパス手術の一例,第113回静岡県外科医会集談会,(昭54.9)

小林君美,森 厚,中細誠也,井上律子,山中晃,住友伸一 :国立療養所 ｢循環器研究会｣の現況一特に心

臓手術の現況について-,第34回国立病院療養所総合医学会,(昭54.10)

立道 清,JE村東洋,吉栖正之ほか :右鎖骨下静脈弁狭窄の-症例,第20回日本脈管学会総会,(昭54.10)

立道 清,圧村東洋,吉槽正之ほか :肺塞栓症に対する緊急手術の経験,第32回日本胸部外科学会総会,(昭

54.ll)

庄村東洋,吉楢正之ほか :腔索断索断裂を伴った僧帽弁逸脱症候群に対する外科療法,第32回H本胸部外科学

会総会,(昭54.ll)

中村隆澄,住村東洋,吉楢正之ほか :細菌性心内膜炎の外科治療,特に活動期手術に対する検討,第32回日本

胸郡外科学会総会,(昭54.ll)

疾患に対する手術治療成績,日本循環器学会第50回東海第35回北陸合同地方会,(昭54.ll)

千原幸孔 篠崎 折,島木光臣,上野陽一郎,岡田賢二,平岩卓根,秋fLJ文弥 :結核と収縮性心膜炎,第54回

日本結核病学会東海地方会,(昭54.ll)

篠崎 拓,島本光臣,田村康一,上野暢一郎,千原幸司,秋山文弥 :肺高血を伴った僧帽弁狭窄症の病態と手

術予後,第32回日本胸部外科学会総会,(昭54.ll)

堀江 稔,永尾正男,滝沢明憲,表 信吾,泰江弘文,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎 :外科的

手術を施行 した急性心筋梗塞による心破裂の一例,日本循環器学会第50回東海第35回北陸合同地方会,(昭54.ll)

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,手原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥,泰江弘文,表 信吾,滝沢鞘

憲,永尾正男 :急性心筋梗塞及び開心術後に於ける IABP使用例の検討, 日本循還器学会第50回東海第35回北
陸合同地方会,(昭54･11)

篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山又弥 :腹部大動脈癌に対する代用血

管置換手術例の検討,日本循琵器学会第50回東海第35回北陸合同地方会,(昭54.ll)

福中道男,伊東政敏,他 2名 :年長児重症肺高血圧合併先天性心疾患の手術治療,第79回岡山外科医会,(昭54.6)

6. 一般胸部疾患

前里和夫,人見滋樹,カレッド･レシャー ト:気管支鏡下肺生検が診断的価値をもった ｢びまん性肺疾患,節
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19回大阪内科懇話会,(昭54.2)

小笠原弘子,立石昭三,他 :筋神経疾患に対する炭酸ガス透折,第4回京都救急研究会 (京都府医師会),(昭

54.2)

中島道邸,立石昭三,他 :肺門を中心に左右対称びまん性徴小結節散布巣を呈し2週間で死亡した21才男子症

例,第5回びまん性肺疾患研究会,(昭54.2)

北野司久,光岡明夫 :胸部外傷に対する手術経験,奈良外科学会,(昭54.3)

畠中陸部,官本茂充,宮本好博,ニッ矢義一,桑原正喜,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞夫 :気管ボ

タン(TracheostomyButton)による慢性呼吸不全患者の患理,第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54.4)

人見滋樹,前里和夫,カレッド･レシャード,玉田二郎,他 2名 '.外科手術に伴う肺合併症と問題点一呼吸器

外科と消化器外科を中心に,第19回胸部疾患学会総会,(昭54.4)

前里和夫,カレッド･レシャード,人見滋樹,立花時夫 :びまん性肺疾患に対する気管支鏡下肺生検 (TBLB)

の適応と限界,第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54.4)

玉田二郎,住友伸一,千原幸司,松村理司,加藤弘文,和田洋巳,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :外科手術

に伴う肺合伴症と問題点-術後無気肺に対する経鼻的フレキシブル気管支鏡下吸引,第19回日本胸部疾患学会総

会,(昭54.4)

桑原正喜,宮本好博,宮本茂充,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺外科

における肺合併症一術後無気肺とその対策,第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54.4)

宮本好博,松原義人,畠中陸郎,ニッ矢義一,桑原正喜,宮本茂充,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :びまん

性肺疾患に対する胸腔鏡下肺生検,第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54.4)

中島道郎,立石昭三 :夏型過敏性肺蔵炎について,第19回日本胸部疾患学会総会,(昭54.4)

秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,田村康一,上野陽一郎 :ポーランド症候群 7例とその2手術例について,第

22回日本胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

立石昭三,他 :気管支動脈栓塞の適応と手技,第22回日本胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

坂東義清,伊東政敏,他 2名 :Poland症候群の1手術治験,第22回日本胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

茂幾俊武,伊東政敏,他2名 :自然気胸の手術経験,第22回日本胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

山家 武,庄村東洋,吉栖正之 :両性巨大ブラに対する同時開胸手術の有用性,第22回日本胸部外科学会関西

地方会,(昭54.4)

桑原正喜,他9名 :巨大肺葉胸症10例の臨床的検討,第22回日本胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

宮本茂充,他9名 :両側手術気胸例の術後肺機能,第22回日本胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

加藤弘文,玉田二郎,長瀬千秋,和田洋巳,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :横隔膜再建2,3の試み,第22

回日本胸部外科学会関西地方会,(昭54.4)

加藤弘文,住友伸一,千原幸司,清水慶彦,寺松 孝 :漏斗胸のシリコン樹脂充填術に対する再手術の 1例,

第125回近畿外科学会,(昭54.5)

カレッド･レシャー ド,前里和夫,人見滋樹 :胸膜からの抗生剤の血中移行一開胸術を動じ､に,第125回近畿

外科学会,(昭54.5)

宮本好博,宮本茂充,桑原正喜,ニッ矢義一,滝 俊彦,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田良

樵 :気管支内異物の4例,第125回近畿外科学会,(昭54.5)

松延政一,高嶋義光,和田洋巳,外科聖- :気管気管支巨大症の1例,第17回日本社会保険学会,(昭54.)

MasayoshiKuwabara,ToshihikoTaki,RikuroHatakenaka,YoshitoMatsubara,SadaoIkeda: Thesurgical

treatmentofbullouse-physema-Anewmethodformanagementofgiantbulla,TheXXVITIth CongressDe

L'associationlnternationaleDeBronchopneumologie.(昭54.5)

山中 晃,中納正也,井上律子,小林君美 :両側進行性気腫性嚢胞の-症例,第96回岐阜外科集談会,(昭54.

6)

岡田静夫,人見滋樹 :同胞 3人に出現した肺びまん性陰影について,第6回びまん性肺疾患研究会,(昭54.7)

岡田静夫,人見滋樹 :溶接工肺として管理中に増悪を示した 1例,第6回びまん性肺疾患研究会,(昭54.7)
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宮本好博,池田貞雄 :PapⅣ型を認め低酸素血症を来たしたびまん性肺の 1例,第 6回びまん性肺疾患研究会,

(昭54.7)

二宮和子,ニッ矢義一,小鯖 覚,宮本茂充,官本好博,滝 俊彦,松原義人,畠中障郎,船津武志,池田貞

雄 :胸膜炎の鑑別診断,第31回肺癌学会関西支部会,(昭54.7)

加藤弘文,玉田二郎,渡部 智,和田洋巳,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :漏斗胸外来受診患者の統計的観

輿,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)

前里和夫,人見滋樹,カレッド･レシャード,立花輝夫 :サルコイドージスの気管支 ･肺生検,第15回日本胸

部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)

立花輝夫,人見滋樹,前里和夫,岡田静夫 :非サルコイ ド-ジス性両側性肺門 リンパ節腫脹症例の検討一塵肺

症例-,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)

カレッド･レシャー ド,人見滋樹,前里和夫 :胸膜の抗生剤の透過性,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,

(昭54.10)

光岡明夫,宮本好博,北野司久 :僧帽弁閉鎖不全症に伴った Pulmonaryossificationの1例,第15回日本胸部

疾患学会近畿地方会,(昭54.10)

玉田二郎,高橋憲太郎,伊藤元彦,寺松 孝 :TracheopathiaOsteoplaトticaの1例,第15回日本胸部疾患学会

近畿地方会,(昭54.10)

岡田英彦,倉田昌彦,永見義隆,宝木 仁,藤田正憲,石井呂生,内藤裕子 :肺胞蛋白症の1例,第15回日本

胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)

小鯖 覚,宮木茂充,滝 俊彦,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :慢性呼吸不全患者に

対する問歓的機械呼吸,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)

宮本茂充,小鯖 覚,滝 俊彦,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管ボタンによる慢

性呼吸不全患者の管理,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.10)

李 勝弘,立石昭三,他 ･'呼吸不全に対する気管切開の合併症,第15垣旧 本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.

10)

中島道郎,立石昭三,他 :われわれの経験 した呼吸不全症例の検討,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭

54.10)

浜本康平,立石昭三,他 :術後 ARl)Sを来たした肺癌の1例,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭54.

10)

橋本]三司,立石昭三 :化学療法が奏効 した両側肺クリプ トコッカス症の1例,第15回日本胸部疾患学会近畿地

方会,(昭54.10)

宮本茂充,他10名 :自然気胸の治療一271例の臨床的検討,第32回日本胸部外科学会総会,(昭54.ll)

秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,田村康二,上野陽一郎,干原幸司 :漏斗胸に対する腹直筋有茎性胸骨翻転術

一術式と遠隔成績-,第32回日本胸部外科学会総会,(昭54.ll)

H.Vamamoto: SimultaneousBilateralThoracotomyforRecurrentSpontaneousPenumothorax,VIAPCDC,

(昭54.ll)

HirofumiKato,JiroTamada,HiromiWada,YasuhikoShimizu,MotohikoIto,TakashiTeramatsu: Con-

genitalDeformityofTheChestWalト OurExperienceInTheWesternDistrict/IVIAPCDC,(昭54.ll)

宮本好博,光岡明夫,北野司久 :Poland症候群における Marlexmesh を用いた胸壁再建の1例,第126回近

畿外科学会,(昭54.ll)

光岡明夫,宮本好博,北野司久 :胸骨翻転術 (漏斗胸)の検討一胸骨短縮法,キルシュナ-,綱線固定法の適

用,第126回近畿外科学会,(昭54.ll)

竹内義弘,庄村東洋,吉栖正之 :肺クリプ トコッカスの1治験例,第126回近畿外科学会,(昭54.ll)

宮本茂充,小鯖 覚,滝俊 彦,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :巨大ブラの手術成績,

第126回近畿外科学会,(昭55.ll)

カレッド･レシャー ド,人見滋樹,前里和夫 :漏斗肺の手術一皮膚横切開法を中心に,第126回近畿外科学会,
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(昭54.ll)

中納誠也 :特別報告,肺嚢胞症の外科治療の適応について,第36回日本胸部疾患学会東海地方学会,(昭54.ll)

岡田貿二,篠崎拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,平岩卓根,秋山文弥 :肺動静脈湊の一例,第36回日本

胸部疾患学会東海地方会,(昭54.ll)

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,岡田貿二,平岩卓根,秋山文弥 :胸部 CT･を用いた漏斗胸変形

の指数化表現の試み,第36回日本胸部疾患学会東海地方会,(昭54.ll)

立石昭三,他 :気管 ･無名動脈療の救急処置,第26回救急学会近畿地方会,(昭54.12)

秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根 :漏斗胸の小児期手術に関する

諸問題,第13回日本小児外科学会東海地方会,(昭54.12)

病 理 学 部 門

〔研 究 業 績〕

1. 肉芽研究グループ (安平他)

結核性肉芽研究は一段落し,年来の成績をとりまとめて,国際誌に投稿中である｡目下は肺の好酸球肉芽症モ

デル作成の努力が続けられている｡

〔学 会 発 表〕

安平公夫,木下和之 :肉芽に関する研究 (2)菌細胞壁 peptiloglycan及びその構成要素 MDP,muramicacid

等の肉芽形成能,第68回日本病理学会総会講演 (1979.4.1)

安平公夫,木下和三,松下隆寿,熊沢義雄 :結核菌細胞壁の肉芽形成因子,第42回実験結核研究会総会講演

(1979.4.9)

〔誌 上 発 表〕

Kumazawa,Y.,Mizunoe,K･&Yasuhira,K.: Modeofactionofamycobacterialwater-solut'leadjuvant,

MAF3,Bull.ChestDis.Res.Inst.KyotoUniv.12(i,2):i-9(1979)

2. 結合組織研究グループ (竹田他)

この研究グループの業績は,次のように要約される｡

a. 8年来努力を重ねてきた自然発症老化モデル動物系統樹立に,ようやく曙光が見えるようになった｡即ち

AKRマウスにおいて寿命が短く,早期は老化現象一脱毛,皮膚粗造化,脊椎轡曲,等-を示す3系統を得

て現在17世代を重ね系統樹立にあと数代となった｡ この系統の中には生後一定期間にアミロイドあるいは

白内障を100%発症する2系統が含まれる｡今後系統樹立を期すると共に, これら病態モデルを使っての老

化の基礎的研究を計画している｡

b.培養線維芽細胞のコラーゲン合成能に及ぼす性ステロイ ドの影響についての研究が軌道にのり,今後線維

芽細胞のホルモンリセプターの分化と核細胞の臓器特異性の関連が追究される予定｡

C.結合組織成熟機構解明のための一連の実験として,子宮頚管 lysyloxidaseの検索が行われ,骨,皮膚で我

々が明らかにしたように子宮田頚管でもestrogenによって lysyloxidaseが賦活されることを明らかにした｡

d.従来報告してきた D-ペニシラミン投与マウスにみられる重篤な病理所見が同剤の Cuキレー ト作用によ

る Cu欠乏状態に基因することが明かになった｡現在,妊娠中の Cuを始めとする金属代謝と新生仔の神経

系統の発達,組合組織成熟との関連を追究し興味ある知見を得つつある｡

〔学 会 発 表〕

竹田俊男,細川昌則 :Fit-JrOblastコラーゲン合成能 におよぼす性ステロイ ドの影響,厚生省皮膚 ･結合組織

異常調査研究粧53年度度分科会並びに総会,(昭54.2)
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竹田俊男,細川呂則,佐川弥之助,,佐藤公彦 :培養線維芽細胞の線維形成について,第13回肺線維症 シンポ

ジウム,(昭54.3)

細川呂則,石井正治,山室隆夫,竹田俊男 :結合織に関する実験的研究 9.マウス皮膚線維芽細胞のコラーゲ

ン合成能におよぼす性ホルモンの影響,第68回日本病理学会総会,(昭54.4)

入野美香,E月代貢一,竹凹俊男,安平公夫 :I)-pcnicillamine投与動物にみられる病理所見とその病理発生,

第68回日本病理学会総会,(昭54.4)

小笹 宏,冨永敏朗,西村敏雄,竹田俊男 :培養 ヒト線維芽細胞の細胞機能とアンドロゲンリセプター,第52

回日本内分泌学会総会,(昭54,6)

竹田俊男,細川昌則,竹下修史,入野美香,松下隆寿,冨田由美子,安平公夫､浜本 肇,清水克時,石井正

治,山室隆夫 :老化モデル動物系統樹立の試み,第11回日本結合組織学会総会,(昭54.7)

細川月別,竹田俊男 :エス トローゲンの培養線維芽細胞コラーゲン合成能におよぼす影響,第11回口本結合組

織学会総会,(昭54.7)

鳴尾好人,良沢史朗,奥村 厚,半田 肇,竹田俊男 :頭蓋内 ･外動脈壁の collagen量,elastin塁の化学的

定量,第11回日本結合組織学会総会,(昭54.7)

小笹 宏,富永敏朗,西村敏雄,竹田俊男 :マウス頚管 lysyloxidase活性について, 第11回日本結合組織学

会総会,(昭54.7)

入野美香,東田浩幸,安平公夫,竹田俊男,田代真一 :妊娠, 授乳期 D-penicillamine投与の新生仔におよぼ

す影響について,第11回日本結合組織学会総会,(昭54.7)

竹田俊男,細川昌則,竹下修史,入野美香,松下隆寿,冨田由美子,安平公夫,浜本 肇,清水克時,石井正

治,山室隆夫 :老化モデル動物系統樹立の試み,日本基礎老化研究会第 3回大会,(昭54.7)

田代真一,入野美香,Chee-SoonYao,安平公夫,竹田俊男 :マウスにおけるr)-ペニシラミンの神経毒性,冒

本薬学会第99回年会,(昭54.8)

〔誌 上 発 表〕

Shikata,J.,Sanada,l寸.,Yamamuro,T.andTakeda,T∴ Expcrimentalstudiesoftheelasticfiberofthe

capsularligament‥Innuenceofagelngandse:くhormonesonthehipjoint(､apsuleofrats･ ConnectiveTissueRes.

7:21-27,1979.

3. 免疫グループ (安平他)

森川茂氏が在職中に指導 した実験のいくつかが,現在残務整理的に報告されている｡その主なものは次の 2つ

である｡

〔誌 上 発 表〕

Mitsuoka,A.,Morikawa,S.,Baba,M.良 rlarada,T.: CyclophosphamideeliminatessuppressorT cellsin

age-associatedcentralregulationofdelayedhyperseusitivityinmice,J.Exp.Med･149:1018-1028(1979)

Tatsumi,FJ.,Takiuchi,Y.,Domae,N.,Shi]･akawa,S.,Uchino,II.,Bat,a,M"Yasuhira,K.良 Morikawa,S.:

SuppressiveactivityofsomeleukemicTce一lsfromadultpatientsin Japan,Clin･ImmunoLImmuI-OPathol･15:

190-199(1979)

4.化学発癌グループ (安平他)

このグループの リーダーでもあり,アクチ一一フメンバーでもあった高橋助手を失って,グループとしての活動

力も低下したが,引続いてガスマスによる MC代謝物の同定が行われ,trihydroxy体が新しく注目をあびている｡

〔学 会 発 表〕

安平公夫,木下和之,橋本研二,高橋椎也 :G(lSChromatography一m,(-ssspectrometLlr(GC-MS)による 3-

methylehol…lnthsene(MC)代謝産物の同定,第38回日本癌学会総会講演,(1979.9.27)
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〔誌 上 発 表〕

Kinoshita,K･,Takahashi,G･& Yasuhira,K･:Lungtumorsinmicesuckledby3-methylcholanthrene-treated

mothers,Bull.ChestDis.Res.Inst.KyotoIJniv.12(1,2):10-16(19791

Takahashi,G･,Kinoshita,K･,Hashimoto,K.& Yasuhira,K･: Identificationofbenzo(a)pyrenemetabolites

bygaschromatography一massspectrometer,CancerRes.39:1814-1818(1979)

5. 肺表面活性物質研究グループ (鈴木他) ･

昨年に続き,肺表面活性物質の組成変化と,表面活性との関連ならびに産生調節の機構解明に取り組んでいる

が,4-アミノビラゾロピリミジンが,肺表面活性物質に特に多いとされるphosphatidylglycero】を可逆的に減少

させ,更に表面活性にも変化を与えることを見出した｡現在まで,このように特異的に,同脂質量を変化させる

手段は見出されておらず,この知見の肺脂質代謝研究における意義は大きい｡さらに, invitroにおいて,表面

活性 リボプロテインの再構成を行い,人工的表面活性物質を用いて,各構成成分の意義,脂質組成変化と活性変

化について検討を行っている｡

〔学 会 発 表〕

田畑良宏 :肺の脂質代謝,昭和53年度京大胸部研学術講演会,79-1-27.

鈴木康弘,田畑良宏,大川軟- :ラット肺表面活性物質の脂質組成に及ぼす4-アミノビラゾロピリミジンの影

響,第68回日本病理学会総会,79-4-2.

鈴木康弘 :肺表面活性物質の組成変化と表面活性,第31回国立大学附置研究所談話会,79-1-13.

鈴木康弘,田畑良宏 :4-アミノビラゾロピ7)ミジンによるラット肺表面活性物質の組成変化,第 9回日本界面

医学会,79-12-6.

〔誌 上 発 表〕

R.Tabata: Experimentalstudyontheeffectofessentialfattyaciddeficiencyonpulmonarysurfactant･Arch･

Jap.Chirur.48:571-586,1979･

R.Tabata,H.Takeda,A.Takabayashi,& K･Hemmi,CaseReport: Twocasesofjuvenilepolyp.Arch.Jap.

Chirur.48:645-650,1979.

久世文事,李 英徹,前川暢夫,鈴木康弘 :実験的非定型抗酸菌症に関する研究 (2),結核,54:453-460,

1979.

6. 臨床病理検査グループ木下和乏,松下巌,黒住真史,山根ます子,病理部医員)

黒住民のたゆまぬ努力を中心に,このグループにも次第に研究グループとしての雰囲気が生れてきた｡本年度

の業績は学会発表 3である｡

〔学 会 発 表〕

松下 巌,竹田俊男 :舌根部より発生した腺様嚢胞癌,第20回日本臨床細胞学会総会,(1979.5)

松下 巌,鈴木博子,竹田俊男 :胆嚢の癌肉腫,第18回臨床細胞学会秋期大会,(1979･11)

黒住頁史,山根ます子,細川昌則,木下和之,鈴木康弘,竹田俊男,戸川真一,前川暢夫 :燕麦細胞癌との鑑

別に困難を伴い,広範な皮下転移を示した atypicalbronchialcarcinoidの-症例,第18回日本臨床細胞学会秋期

大会,(1979.ll)

7. 研究室人物往来

病理部門に属する教官としては,安平,竹田,鈴木と変更はないが,近年化学発癌の領域で大活躍をした高橋

権也助手が辞任し,代って細田昌別が助手に任ぜられた｡この辞任は,化学発癌グループにとっては危機的状況

であり,研究所にとってもはなはだ残念なことであるが,細川の大活躍で,結合織研究グループは更に活力を増



昭和55.3 - 35-

した状態にある｡このグループからは,真田浩幸,四方実彦等が巣立っていったが,新たに研修生として竹下修

史,松村敦子の両氏が加り,大学院学生入野美香,小笹宏,井上正治,清水克時等の諸氏が若々しさを盛りあげ
て,研究は早朝より深夜に及ぶと聞く｡研修生の田畑良宏は鈴木助手と共に表面活性物質の分析に取り組み,ま

た大学院学生の橋本研二は,医員の木下和之共々癌研究グループで研究を行っている｡研究介助は松下隆寿,小

岸久美子,冨田由美子の3氏,本年度の非常勤講師は水島裕 (聖マリアンヌ医大,内科),熊沢義雄 (北里大薬

学部),馬場満男 (開業),五十嵐三都男 (東京都立老人研),鶴藤 丞 (東北大薬学部)の5氏である｡

細 胞 化 学 部 門

〔学 会 発 表〕

永田和宏,市川康夫 :マウス骨髄性白血病細胞の増殖と分化 ⅩⅠⅠⅠ.分化に伴う収縮性たん自アクチンの変化,

第38回日本癌学会総会,(昭54.9)東京.

堀内正宏,市川康夫 :マウス骨髄性白血病細胞の増殖と分化,XIV.InvitroCFU-C の維持に関する液性因

千,同上学会.

前田道之,市川康夫,東 市郎 :マウス骨髄性白血病細胞の増殖と分化,XV.ECG,Nocardiarubra-CWS等

による分化促進作用,同上学会.

〔誌 上 発 表〕

市川康夫 :血液細胞の分化,科学,49,28--35,1979.

K･Nagata良Y･Ichikawa: RequirementsforRNAandporteinsynthesisintheinductionofseveraldifferen-

tiation一markersinamyeloidleukemiacellline. J.Cell.Physiol･98,167-176,1979･

M.Horiuchi,K･Nagata良Y･Ichikawa: ‖DeterminationHofdifferentiationofbipotenthemopoieticproge-

nitorcellsinvitro.Exp.CellRest123,247-252,1979･

K.Hirai,K.Nagata,M.Maeda & Y.Ichikawa: Changesinultrastructuresandenzymeactivitiesduring

differentiationofmyeloidleukemiacellstonormalmacrophages･ Exp･CellRes･124,269-283,1979l

M･Maeda)良Y･Ichikawa‥ Productionc.facolony-stimulatingfactorfollowingdifferentiationofleukemic

myelotJlaststomacrophages.J.Cell.Physio】･(印刷中)

細 菌 血 清 学 部 門

〔学 会 発 表〕

桂 義元,高沖悠子 :キラー細胞誘導におけるウィルス感受性T細胞の役割,第 9回R木免疫学会総会,(昭

54.12月)東京.

喜納辰夫,桂 義元 :PWM 刺激によるB細胞反応におけるウィルス感受性T細胞の役割,第 9回日本免疫学

会総会,(昭和54.12月)東京.

細野正道,桂 義元 :-ブテン修飾胸腺細胞の同系リンパ球増殖刺激性;その加齢による変化と同種 リンパ球

増殖刺激性との比較,第 9回日本免疫学会総会,(昭和54･12月)東京

〔誌 上 発 表〕

mice.I.Org･andifferenceoftolerogensusceptibility andcellularsitesresponsit)lefortheresistance･CelL Immu-

no1.,42,279-288(19791.

Hosono,M.,-andFujiwara M.: StudiesontheresistancetotoleranceinductionagainsthumanlgGinDDD
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mice･II･Tolerogen-resistantTICellpopulationinthespleen.Immunology,37,353-359(1979)･

Hosono,M.,andFujiwara,M.: StudiesontheresistancetotoleranceinductionagainsthumanIgGinDDD

mice･III. Developmentoftheresistancewithageandcellularevents.Cell. Immuno1.,33,262-269(1979).

臨床肺生理学部および放射線科

〔学会 ･研究会発表〕

加藤幹夫 :低酸素血症をめぐる2-3の問題,昭和54年結核胸部疾患研究所同窓会講演会,昭54.1.

佐川弥之助 :認定と障害度の決定に必要な検査,全国公害認定委員会,1979.2.

佐川弥之助 :肺機能検査,とくに closingvolumeおよび flow-volumecurves,高知県呼吸器疾患研究会,1979.

2.

藤田正憲,宝木 仁 :肺スキャンで欠損を認め肺塞栓症を疑った2例,第19回大阪内科懇話会,1979.2.

藤田正憲,室本 仁,倉田正彦,岡田英彦 :肺腺がんの臨床像について,第30回肺がん学会関西支部会,1979.

2.

市谷通堆,弘野慶次郎,坪井裕志,宮川トシ,越智規夫 :発熱咳峡と倦怠感を主訴とし,肺野のびまん性陰影

を_呈した症例,第5回びまん性肺疾患研究会,1979.2.

佐藤公彦,佐川弥之助 :ARDSに及ぼす2, 3の薬剤の効果,厚生省特定疾患呼吸不全調査研究班総会,

1979.3.

竹田俊男,細川昌則,佐川弥之助,佐藤公彦 :培養線維芽細胞の線維形成について,第13回 FLD シンポジウ

ム

加藤幹夫 :肺性肺水腫の臨床,堺市医師会学術講演会,1979.3,

大井元暗,上平知子,芳賀敏彦 :呼吸刺激剤の効果,厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班昭和53年度第 2

回総会,(昭54.3)

大井元晴,上平知子,倉島篤行,町田和子,芳賀敏彦,布施政好 :慢性呼吸不全における吸気時間のインピー

ダンスニューモグラフィーによる検討,第19回E]本胸部疾患学会総会,昭54.4.

佐川弥之助,久野健忘,三嶋理晃 :肺循環,シンポジウム｢慢性閉塞性肺疾患｣第20回日本医学総会,1979･4･

加藤幹夫 :肺血流をめぐる諸問題,2肺血流を規定する因子,Iiypoxia,第19回目胸疾総会パネルディスカッ

ション,昭54.4.

M.Kato: Hypoxicvasoconstrictl'onasaregulatoroflocalVA/Q Seminarson "Blood gas,respiration and

pulmonaryvascularfunction=April1979,4･

加藤幹夫 :血液ガス･酸塩基平衡と看護,術直後における動脈血ガスの活用と看護,チ-ム医療第3回メヂカ

ルセミナー,昭54.4.

官本好博,甲斐隆義,他 8名 :びまん性肺疾患に対する胸腔鏡下肺生検,第19回 日本胸部疾患学会総会,昭

54.4.

弘野慶次郎,坪井裕志,市谷迫雄 :肺ジストマ症の1例,第22回日本胸部外科関西地方会,昭54･4･

田巻,安田隆三郎,他10名 :133X eの冠動脈内投与による心筋局所血流の測定,日循総会,昭54･4･

平田,安田隆三郎,他8名 :心臓右房原発の粘液肉腫の1手術例,日胸外関西地方会,昭54･4･

中井栄一,浅本 仁,古田睦房,北市正則,徐航霜 :フリーズフラクチャー法による正常マウス肺組織の超微

細構造ゐ観察,第68回日本病理学会総会,昭54･4･

宮本茂充 :両側気胸例の術後肺機能,第22回日本胸部外科学会関西地方会,昭54･4･

浅井信明 :-側肺易旺臼後の遺残胸腔の病態生理,第19回日本胸部疾患学会総会,昭54･4･

佐川弥之助 :胸部X線像と肺機能障害,医学教育セミナー,1979,5･

宮本茂充 :自然気胸の治療,271例の臨床的検討,第32回日本胸部外科学会総会,1979･5･

横田,安田隆三郎,他 6名 :PAD による拍動流を用いた重症例開心術の臨床的検討一特に乳幼児重症例にお
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ける効果,口外総会,1979.5.

石部裕一-,他 :アシドーシス時の高カリウム血症に及ぼすサイアミラールの影響,第26回日本麻酔学会総会,

1979.5.

人井元晴,倉島篤行,罵場 真,浦上栄一,米田良成,芳賀敏彦 :RFP投与中に,胸部レ線上陰影増強例の

肺生検所見,第95回日本結核病学会関東支部学会,1979.5.

5平田,安田隆三郎,他 8名 :右心房原発の粘液肉腫の1剖 検例,Ej循近畿地方会,1979.6.

佐川弥之助,久野雄志,中川正活,三嶋理晃,東谷康治 :体外計測による肺循理動態の研究,第19回閉塞性肺

疾患研究会,1979.7.

藤田正憲,宅本 仁,倉田昌彦,岡田英彦 :肺原発細網肉腫の 1例,卯31回肺がん学会関西支部会,1979･7･

甲斐隆義,頂 修身,花輪四郎 :敵性捧痛に対するプロンプ トン水剤の使用経験,第17回肺癌学会九州地方会,

1979.7.

宮本茂充 :縦隔に原発 し,α-Fetoproteinが高値を示 した ya】ksa(二tumOrの1例,1979.7.

加藤幹夫 :血液ガス所見と拡散能測定値の経過について,第14回 1√IJI)シンポジウム自由討論 ｢1√LI)と拡散

障害｣,1979.9.

倉田昌彦,藤田正憲,室本 仁,岡田英彦 :悪性縦隔腫癌のCTスキャン,第20回日本肺がん学会総会,1979･

9.

甲斐隆義,原 修身,花輪四郎,E]野 出 :国立大分病院呼吸器科における肺癌症例の検討,第21回大分県内

科医苧,1979.9.

宮木茂充 :肺癌患者における異所性 ACTH,α1-antitrypin,第20回肺癌学会総会,1979.9.

佐川弥之助 :肺水腫,シンポジウム ｢肺水腫｣,ACCP日本支部総会,1979.10.

李 勝弘,安井浩明,島田一恵,佐川弥之助,橋本圭司,松井理司,浜本康平,立石昭三,中畠遺郎,日置辰

島Ffl一恵,野尻知里,大成功-,矢野博正,佐藤公彦,浅井信明,加藤幹夫,佐川弥之助 :長期間レスピレー

ターを使用 した呼吸不全の2症例,同 ヒ

人成功一,太田和夫,浅井信明,加藤幹雄,佐川弥之助 :肺内皮様嚢腫からの悪性化が疑われた肺癌の1例,

同L

甲斐隆義,原修身,花輪四郎,池は]貞雄,宮本茂充 :肺癌患者における癌性柊痛の対策,第34回国立病院療養

所総合医学会,昭54.10.

原 修身,甲斐隆義,花輪四郎 :｢サルコイド-ジス肝｣の1例;国立別府病院研究検査科,昭54.10.

r)r.A.B.I)uBois: MechanicsofRespiration,Ci(･ulation,andBodyFluidlうalance.京大胸部研大会議室,昭
54.10.

平田,安田隆三郎 :直視下僧帽弁交連切開術の手術例,滋賀循環器疾患研究会,昭54.10.

市谷通雄,弘野慶次郎,坪井裕志,小田芳郎,内平文章,北市正則 :過敏性肺臓炎の1例,第45回EJ木結核病

学会第15回日本胸部疾患学会近畿地方会,昭54.10.

坪井裕志,市谷通雄,弘野慶次郎,田中豊子,北市正則 :びまん性肺疾患の1症例,第45回日本結核病学会第

15回日本胸部疾患学会近畿地方会,昭54.10.

徐 航番,佐藤公彦,佐川弥之助,中井栄一 :オゾン(03)暴露によるマウス肺の超散形態学的変化-フリー

ズフラクチャー法による観察-,第11回日本臨床電子顕微鏡学会総会,昭54.10.

徐 航露,中井栄一 :加齢に伴うマウス肺胸膜の趨徽形態学的変化一走査型電顕による観察-,第11回日本臨

床電子顕微鏡学会総会,昭54.10.

中井栄一,熊野公子, 徐 航電 :Tリンパ球性の白血病細胞のフリーズフラクチャー法による観察一形質膜,

核膜を中心として一第11回日本臨床電子顕微鏡学会総会,昭54.10.

室本 仁,小川道イー,本田裕宏 :失外套症候群を呈 した貢菌症の一一割検例,第76回阪神合同C.P.C･昭54.10.
岡Fll英彦,藤田1--_憲,室本 仁,倉田昌彦 :肺胞蛋白症の 1例,第15回胸部疾患学会近畿地方会,昭54.10.

石部裕一,他 :acutepreoperativehemodilutionによる外科手術の問題点,第24回日本麻酔学会関西地方会,
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